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Aus dem Pathologischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. O. Tamura).

Uber den Einfluss der Nukleinsaure anf Hamazakis Cr-saurefeste

Granula bei hungernden Tieren.

Von

Dr. Nobuo Konishi.

Eingegangen am 20. Juli 1936.

In den letzten Heften hat Verf. zweimal eingehend uber den Einfluss des Hungers

auf die betreffenden Granula berichtet. Beim Hungern nehmen die Cr-saurefesten

Granula allmahlich ab und verschwinden in der Regel nach 5- bis 13-tagigem Versuch.

Hamazaki hat oft die Ansicht geaussert, dass die saurefesten Substanzen zu den

Nukleoproteiden und ihren Spaltungsprodukten gehoren. Demgemass wollte er die

Wirkung der Nukleinsaure auf die Cr-saurefesten Granula des Hungernden Tieres

prufen und liess den Verf. diesbezugliche systematische Versuche vornehmen. In der
ersten Reihe der Versuche bekamen die hungernden erwachsenen Kaninchen am dritten

Tage des Hungers eine intravenose Injektion nukleinsaurer Natronlosung (1.0-1.5:

100.0), am vierten Tage bekamen sie dieselbe Injektion zum zweiten Male und 24

Stunden nach dieser letzten Injektion wurden sie durch Luftembolie getotet. In der

zweiten Reihe wurde die erste Injektion am funften Tage, die zweite am sechsten Tage

verabreicht  und 10 Stunden nach der letzten Injektion wurden die Versuchstiere getotet.

In der dritten Reihe wurde nukleinsaures Natron per os appliziert. Als Kontroll-

versuche nahm Verf. intravenose und perorale Darreichung von Traubenzuckerlosung

und schliesslich intravenose Injektion von  physiologischer Kochsalzlosung vor.
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Die Resultate lassen sich wie folgt zusammenfassen:

1) Die durch Hunger verminderten bzw. verschwundenen Cr-saurefesten Granula

konnen durch die intravenose Injektion des hefenukleinsauren Natrons wieder herge-

stellt werden. Ausserdem kann durch die Wiederholung derselben Injektion abnorme

Steigerung der Granulazahl festgestellt werden.

2) Bei der abnormen Granulavermehrung ist zu beachten, dass die Organgewebe,

die normalerweise keine oder nur etliche Granula fuhren-wie die Sammelrohrepi-

thelien und die des dunneren Teils der Henleschen Schleife der Niere, das Knochen-

mark, die Drusenblaschenepithelien des Pankreas, das Kapsel-und Balkengewebe der

Milz, das Interstitium des Hodens and der Leber u.a.-sehr deutlich die Cr-saurefeste

Granula zeigen.

3) Die Perorale Darreichung des Hefenukleinsauren Natrons hat wenig Einfluss

auf die Cr-saurefesten Granula der hungernden Tiere.

4) Die intravenose und perorale Darreichung von Traubenzucker kann eine leichte

Vermehrung der Cr-saurefesten Granula der hungernden Tiere hervorrufen.

(Autoreferat)

緒 論

濱崎氏ニ從ヘバ諸種耐酸性顆粒,殊 ニ 「ク

ロ ー ム」・耐 酸 性顆 粒,銅 ・耐 酸 性顆 粒 竝 ニ汞 ・

耐酸性顆粒ノ一部 ノモノハ當該細胞核 ト位置

的ニ密接ナル關係ヲ示 ス ト云フ.即 チ顆粒ハ

屡々核端ニ接着 シテ存 シ,汞 ・耐酸性顆粒及

ビ銅 ・耐酸性顆粒ハ往 々核端ヲ蔽 ヒテ帽子状

ニ現ルモノヲ見ル・又一定 ノ顆粒ハ核膜ニ密

着 シ,或 ハ更ニ核膜ノ肥厚結節ト シテ現ル.

尚ホ往々核膜 ノ内側ニ密着 シ又稀ニ核内ニ遊

離 シテ定型的耐酸性顆粒 ヲ認ムルコトアリ.

以上ノ現象ハ生理的ニ認 メ得ルモノナルモ

細胞核ニ變性 ヲ起ス際ハ更ニ明瞭ニシテ,濱

崎氏及ビ余ハ既ニ饑餓ノ末期ニ近ク細胞核ノ

變性ヲ起 セルモノニ於テ核 ヨリ耐酸 性顆粒ノ

生ズル状 ヲ確實ニ證 明シ得タ リ.

濱崎氏ハ更ニ組織化學的 ニ耐酸 性顆 粒 ハ

「アルカ リ」ニ甚ダ弱ク,鹽 酸,硫 酸,硝 酸ニ

甚 ダ抵 抗 強 ク,「 鹽 酸 ペ プ シ ン」ニ ヨ リテ消 化

サ レズ,「 トリプ シ ン」ニ テ徐 々ニ消 化 サ ル ル

コ トヲ確 メタ リ.氏 ハ上 記 組 織 學 的所 見竝 ニ

組 織 化學 的 所 見 ヨ リシテ耐 酸 性 物 質 ハ核 蛋 白

質(Nukleoproteide)及 ビ其 ノ分 解産 物 ナ ル

ベ シ トナ セ リ.核 蛋 白質 ノ分 解 産 物 中生 化 學

的ニ 最 モ興味 ア リ且 最 モ好 ク研 究 サ レタ ル化

學 物質 ハ核 酸 ナ リ.余 ハ前 篇 ニ於 テ家 兎 ヲ饑

餓 ニ致 シ「ク」・耐 酸 性顆 粒 ノ遞 減 乃至 消 失 ヲ

來 ス コ トヲ證 明 シ,本 顆 粒 ハParaplasmaニ

屬 スル コト ヲ結 論 セ リ.饑 餓 ニ ヨリテ減 少乃

至 消 失 セルParaplasmaハ 饑 餓 動 物 ニ當 該 物

質 ヲ投 與 ス ル コ トニ ヨ リテ 囘復 セ シメ得 ル コ

トハ既 ニ糖 原 質 等 ニ ヨ リテ十 分 研 究 サ レタ ル

所 ナ リ.然 ラバ 饑 餓 ニ ヨ リテ 消 失 セ ル「ク」・耐

酸 性顆 粒 ハ如 何 ナ ル 物質 ヲ給 與 スル コト ニ ヨ

リテ囘 復 セ シメ得 ベ キ ヤ.之 耐 酸 性 物 質 研 究

ニ取 ツテ最 モ興 味 ア リ且 緊 急 ナ ル問 題 ナ リ.
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余ハ濱崎助教授指導 ノ下ニ饑餓家兎ニ核酸ヲ

諸種ノ方法ニテ給與 シ之ガ「ク」・耐酸性顆粒

ヘ及ボス影響ヲ檢索 セリ.

實 驗 方 法

核 酸 ニハ周 知 ノ如 ク 現 令 動 物 性 ノ α.及 ビ β.

Thymonukleinsaureト 植 物 性 ノHefenukleinsa-

ureト ア リ.余 ハ 實 驗 動物 ノ草 食獸 ナルコ ト,動

物 ニ毒 性 少 キ コ ト及 ビ水 溶 性 強 キ點 等ヨ リ後 者 ヲ

選 ビMerk製Hefenukleins ures Natron ヲ用 ヒ

タ リ.其 ノ適用ニ 際 シ テハ4例 ノ成 熟 家 兎 ニ本 劑

1.0g或 ハ1.5gヲ 生 理 的食 鹽 水10.ccニ 溶解 シ之

ヲ耳 殼 靜 脉 内ニ 徐 々ニ 注 射 セ リ.

前囘 餓 試 驗 成 績 ニ徴 シ饑 餓5日 シテ諸 臓 器 ノ

「ク」・耐 酸 性 物 質 量 最 低ニ 減少 ス ル ガ故 ニ,(1)先

ヅ 家兎 ヲ饑 餓 ニ致 シ第3日 ニ第1囘 ノ注射,第4

日ニ 第2囘 ノ注 射 ヲ行 ヒ注射 後 約24時 間 ヲ經 テ

(即 チ饑餓 第5日)空 氣 栓塞 ニ テ屠 殺 セ リ.(2)又

注射後 比較的早期 ノ所 見 ヲ得 ルタメニ饑餓 第5日

ニ第1囘 ノ注射,第6日 ノ午前ニ 第2囘 ノ注射 ヲ

行 ヒ注射後約10時 間 ニシテ屠殺 セ リ.

又核酸 曹達 ノ經口的投與ニ ハ5.0gヲ20.ccニ

溶解 シ之 ヲ1囘 量 トナシ.「ネ ラ トンカテーテル」

ヲ以テ經 口的 ニ投與 セ リ.其 ノ時間的關係ハ(1)

ニ同 ジク饑餓 ノ第5日 ニ屠殺セ リ.實 驗動物ハ1

囘1.5gノ 核酸 曹達 ノ注射 ヲ受 クル時ハ注射後暫

時横臥 スルモ間 モナ ク元氣 ヲ恢 復ス.成 熟家兎 ニ

1囘2g以 上 ノ注射 ヲ行 フ時ハ多 ク ハ生命 ノ危險

ヲ招來 スベ シ.

對照試驗 トシテハ葡萄糖及 ビ生理的食鹽水 ヲ用

ヒタリ.核 酸曹達ハ酸 化分解 サ レテ熱源 トナ リ得

ルガ故ニ適用 サ レタル同劑ガ單 ナハ熱源 トシテ役

立 チ殘留 セル「ク」・耐 酸性顆粒 ノ消失 ヲ防 グニ非

ザ ルヤヲ慮 リ.體 内 ニテ最モ酸化 サ レ易 キ葡萄糖

ヲ同樣 ノ適用法 ニテ動物 ニ與 ヘ タリ.葡 萄糖 ノ適

用量ハMerk製,核 酸曹達 ノ熱量不 明 ナルモ1.5g

卵蛋白素 ノ活用熱 量ハ約4.8Cal.ナ ル故,此 熱量

ニ相當 スル葡萄糖(約1.3g)ノ 倍量 ヲ1囘 ノ注射

量 トナ シ同條件ニ 於 ケル饑餓動物「ク」・耐酸性顆

粒ニ 及ボ ス影響 ヲ檢 セ リ.

切片製作法竝ニ 染色法等ハ前囘饑餓試驗 ニ於テ

ナシタル ト同樣ナル故其 ノ記載 ヲ省 略 ス.

實 驗 成 績

象 兎 Nr.4. ♀ 體重:實 驗前1960g屠 殺

時1450g

注射:饑 餓第3日 及 ビ第4日ニ 各々1囘1.5g,

核酸曹達靜脉内.翌 日殺.

血液白血球數:饑 餓第2日6300,第3日6600,

第4日32200,第5日11000.

家兎 Nr.10. 〓 體重:實 驗前2400g屠 殺

時1930g

注射:饑 餓第5日 及 ビ第6日 ニ各1囘1.5g,

核酸曹達 靜脉 内.第2囘 ノ注射 後10時間 ニシテ

屠殺.

血液白血球數:饑 餓第2日7100,第3日6250

第4日6160,第5日5830,第6日5200.

心臓:心 筋 原纖維間ニ 至 ル處 微 細 稜 角 性 ノ

「ク」・耐酸性顆 粒甚ダ多數ニ存 シ,顆 粒 ノ呈色著

明 ナ リ.又 筋纖維邊縁部 ニハ比較的 粗大ナル顆粒

多 シ.間 質結締織 中ニハ稀ニ呈色弱 キ顆粒存 シ,

小動脉壁 ノ滑平筋中 ニハ常 ニ少數 ノ「ク」・耐酸 性

顆粒 ア リ.總 テ ノ組織所見 ハ正常時 ノソレニ一致

シ,「ク」・耐酸性顆粒數ハ正常時 ヨ リモ稍 々多

シ.

大動脉:外 膜 結締 織中ニO.5-1.5μ 大,稜 角

性 ノ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ少 數 ニ見 ル,多 クハ不規

則 ニ散在 スルモ一部 ノモ ノハ結締織細胞 ノ核端 ニ

存ス 中膜 竝ニ内膜 ニ「ク」・顆 粒存 セ ス.

〓濾胞 ノ萎縮 ヲ認 ムルモ其 ノ淋 巴性細
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胞 ニハ各々1-2箇 ノ稍々粗大ナル「ク」・耐酸性顆

粒 ア リ.又 濾胞 ノ網状織細胞 ノ一部 ノモノハ腫 大

シテ耐酸性類脂體顆粒 ヲ多數ニ有 ス.脾 髓質 ニ於

テハ網状織細胞中 ニハ微細粉末状 ノ「ク」・耐酸 性

顆粒多數ニ散在 ス.顆 性ハ靜脉賓 ノ壁 ニ並列 スル

コトアルモ一般 ニ特定 ノ配列 ヲ示 サズ.髓 質竝 ニ

靜脉賓中ニハ少數 ノ多核白 血球散在 ス.其 ノ原形

質 内ニハ類圓形 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ中等數 ニ有

スルモノア リ.脾 臟被膜組織中 ニハ稍 々多數 ニ又

梁 材中 ニハ極 ク少數 ニ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ散在性

ニ認 ム.又 梁材動脉 血管 ノ滑平筋 中ニハ少數 ノ顆

粒 ア リ,又 濾胞中心動脉 ノ滑 平筋 ニ於 テモ少數 ノ

顆粒 ヲ見ル コ トア リ.上 記所 見ハ正常時脾臟所見

ニ一致 スルモ唯,脾 髓 ニ於テ多少「ク」・耐酸性顆

粒 減少 シ,被 膜,梁 材及 ビ動脉壁 ニ於 テ顆粒 ノ増

加 ヲ認 ム.

 骨髓:骨 髓 ハ實質 ニ富 ミ骨 髓 細胞 ノ増殖ア

リ.尚ホ興味 アルハ多ク ノ骨髓巨 體細胞 ハ1-2箇

ノ多核 白血球 ヲ貪喰 セルコ トナ リ.此 白血球 ノ核

ハ多クハPyknose乃 至Karyorhexisニ 陷 ルヲ見

ル.正 常時 ノ骨髓ニハ殆 ド見 ヲレザル「ク」・耐酸

性顆粒稍々多數ニ存 ス.顆 粒 ハ網状織細胞中 ニ存

ス ルノミナラズ.巨 大細胞 ヲ除 ク骨髓細胞中 ニモ

少數ニ散在ス.斯 ノ如 ク骨髓細胞中ニ「ク」・耐酸

性顆粒 ヲ見ルハ全 ク異常 ノ所見 ニ屬 ス.網 状織細

胞 中ニハ正常ニモ顆粒少數ニ存 スルモ本例ニ於 テ

ハ多數 ニ見 ラレ細胞突起 ニ沿 ヒテ類圓形ノ顆粒羅

列 セ リ.

 氣管:氣 管周圍 ノ鬆粗結締織中 ニ ハ少 數 ノ

「ク」・耐酸性顆粒散在 ス.粘 膜 竝ニ粘膜下組織中

ニハ至極 稀ニ微細 ナル同顆粒 ヲ見 ル.「ヘマ トキ シ

リンーエオジ ン染色」 ニテ檢 スルニ粘膜中 ニ少數

ノ多核 白血球 ヲ見ル.但 シ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ有

スルモ ノナ シ.

 肺:中 隔組織中 ニ稀ニ呈色 餘 リ強 カ ラザ ル

「ク」・耐酸性顆粒 ア リ.組 織成 分 トノ關係明瞭ナ

ラズ.其 ノ他 ノ組 織ニ同顆粒 ヲ認 メズ.

 横隔膜:筋 纎維 ノ粗大 ナル「ク」・耐酸 性顆 粒

ハ正常時 ニ比 シテ著 シク減少 セルモ微細 ナル顆 粒

ハ尚ホ多數 ニ存 シ原纎維 ト交叉 セ ル 部 ニ顆粒 多

シ.間 質 内小動脉壁滑平筋中 ニ少數 ノ微細 「ク」・

耐酸性顆粒 ヲ認 ム.

 咬筋:正 常時 ニ比 シテ 筋纎維 中 ノ微細 ナ ル

「ク」・耐酸 性顆粒著 シク減少 セルモ粗大 ナル顆粒

ハ甚 ダ多數 ニ存 ス.又 間質中 ノ神經纎維 ノ髓鞘中

ニ耐酸 性物質 ヲ認 メザル モ小動脉壁滑平筋中 ニハ

少 數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認ム.

 腓腸筋:一 定 數 ノ筋纎維 ニハ少數 ノ顆 粒 ヲ認

メ得.其 ノ數次 ニ述 ブル胃 内注入 ヨ リ遙 カニ多 ク

凡 ソ正常像 ニ一致 ス.神 經髓鞘 ニ耐酸性物質 ヲ認

メ得ザ ルモ注意 スベキハ間質中 ノ小動脉壁 ニ微細

乍,明 瞭 ナル異常 ノ「ク」・耐酸性顆粒少數 ニ存 ス

ル コ トナ リ.

 大腦:Nr.4.海 馬廻轉錐體紙胞 ニ於 ケル「ク」・

耐酸性顆粒 ハ正常時同樣多數 ニ存 スル モ,放 線状

層ハ正常時 ニ比 シテ微細 ナル顆粒稍 々減少 セ リ.

Lamina lacunalis中 ニハ稀ニ同顆粒存 ス.大 腦皮

質表層 ノNissl氏 灰白質中ノ微細 ナル顆粒 ハ稍 々

減少 スルモ,深 層 ノ夫 レハ略 ボ正常時同樣 ナ リ.

又神經節細胞 ノ 「ク」・耐酸 性顆粒 ハ全 ク 正常 時

同樣 ナ リ.軟 腦膜 結締織細胞 中 ノ耐酸性類脂 肪ハ

稍 々著明 ニ減少 シ,腦 實質 内血管壁 ニ認 メラルル

濱崎氏 ノ外膜顆粒細胞 ハ著 明ニ減少 セ リ.

 Nr.10.海 馬 廻轉 放線状 層 ノ微細顆粒 ハ著 シク

減少 シ饑 餓3日 ノ所見 ニ類似セ リ.錐 體細胞 ノ顆

粒 ハ正常時或ハ夫 レ以 上ニ増加 セ リ.大 腦皮質 ノ

Nissl氏 灰白質 ニ ハ 部分的 ニ正常時以上顆粒 ニ富

ム部 位ア リ.尚 ホ腦實質 内小動脉壁 ニ少數 ノ顆粒

ヲ認 ム.

 脉絡膜叢:脉 絡膜 上皮細胞 中ニハ多數 ノ4-
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18μ 大 ノ滴状 ノ耐 酸性類脂體 ア リ,多 クノモ ノハ

中心部 ニ空胞 ヲ有 シ耐酸 性物質ハ輪状 ニ現ル ヲ常

トセ リ.其ノ他胞體 内ニハ多數 ノ稜角性アル「ク」・

耐酸 性顆粒散在 セ リ.「 ヘ マ トキシ リン-エ オ ジ

ン染 色」 ニテ檢 スルニ上記滴状物ハ核 ニ接 シテ存

シ往々核膜 ニ於 テ滴 ニ相當 シテ陥凹部 ヲ見 ルコ ト

ハ核質涌出現象 ニ似 ルモ他 ノ部位ニ於 ケル核質涌

出物ハ全 ク耐酸性 ヲ有 セザ ルハ注 目スベキ コ トナ

リ.

 Pons.神 經節細胞 ノ「ク」・耐酸性顆粒ハ稍々

減少 セ リ.又 神 經髓 鞘中 ノ耐酸 性物質 ハ著明 ニ減

量 セ リ.黒 質 ニ見 ラルル耐酸性類脂體顆粒 ヲ多數

ニ有 スル神經膠質細胞 ニハ顆粒 ニ異常 ヲ認 メズ.

併 乍,黒 質 ニ瀰漫性規則 正シタ同種 ノ顆粒 ガ散布

サ レタル ヲ見 ル.恐 ラク例外的所見ナルベ シ.

 血管外膜顆粒細胞 ハ甚ダ少數 ニシテ其 ノ顆 粒モ

亦著 シク減少 セ リ.

 小腦:小 腦 皮 質 分 子層 ニ於 テハ 微細 ナル

「ク」・耐酸性顆 粒正常時 ニ比 シ僅 ニ減少 セルガ如

キモ大體正常時 同様無數 ノ顆粒 ヲ見 ル.

 Purkinje氏 細胞中 ニハ正常時 ニ稀 ニノ ミ認 メラ

ルル「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ稍 々多數 ニ有スルモ ノア

リ,又 顆 粒細胞層 ニテハ基質 ニ於テ稜角 ニ富ム呈

色著明ナル顆粒 多數 ニア リ,ノ ミナ ラズ顆粒細胞

自身 ニモ多 クハ各 々1箇 ノ「ク」・耐 酸性顆粒 ヲ核

ニ接 シテ認 ムルコ トヲ得 タリ.斯 ノ如キハ正常時

ニ認 メ得ザル所 見ナ リ.

 脊髓:前 角運動神經細胞 ニハ正常時同樣粗大

稜角性 ニシテ耐酸性強キ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ多數

ニ認 メ灰 白質基質内 ニモ少 數 ハ微細粉 末状 ヲ散在

性 ニ認ム.又 神經髓鞘内 ハ耐酸性物質 ハ著 明ニ減

少 セル ヲ認 メタリ.

 舌:舌 粘膜上皮基底部 ヨ リ中層ニ亙 リ稜角性

鋭利 ニ境 サ レ呈色著明 ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ多

數散在性ニ見 ル 其 ノ數正 常時 ヨ リ遙 ニ多 シ.粘

膜下結締織 ニハ正常時同樣極 ク少數 ノ「ク」・耐酸

性顆粒存 ス.舌 筋纎維 ニ於 テハ筋原纎維間 ニ微細

「ク」・耐酸 性顆粒 多數並列 シ正常時同樣 ノ所見 ヲ

呈 ス.筋 纎維鞘 ニ於 ケル粗 大ナル顆粒 ハ多少減少

セルモ尚ホ 「ク」・耐酸 性物質ガ豐富ニ存 ス ル時

屡々見 ラルルMyelin形 又ハ絲 状 ヲナ ス粗大顆粒

ヲ少數 ニ認ム.間 質結締織中 ノ小動脉 壁 ニハ正常

時以上 ニ「ク」・耐酸性顆粒散在 セ リ.神 經髓鞘 ノ

耐酸 性物質 ハ正常時 ニ比 シ減少著 シク網工 ノ結節

點僅ニ淡紫色 ラ呈 スル ヲ認 メ得.

 食道:食 道粘膜上皮基底部 ニ少數 ノ「ク」・耐

酸性顆粒 ヲ認ム.粘 膜 下組織 ハ同顆粒 ヲ認 メズ.

食道横絞筋纎維 中 ニハ少 數 ノ「ク」・耐酸性顆粒散

在 セ リ.

 胃:胃 粘膜上皮 ニハ正常時同樣「ク」・耐酸 性

顆粒 ヲ缺 ク.胃 底腺 ノ比較的表層部 ノ腺細胞 ニハ

稍 々多數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ア リ.顆 粒 ハ形不規

則 ニシテ比 較的大 キ ク,「ク」・耐酸性 物質 ガ多量

ニ存 スル際屡 々見 ラルル絲状 又ハMyelin形 ノ顆

粒 ヲ腺細胞胞體 ノ邊縁 部ニ認 ム.腺 ノ深部ニ在 リ

テ ハ 主 トシ テ覆 壁細胞原形質中 ニ微細粉末状 ノ

「ク」・耐酸性顆粒 ヲ少數 ニ有 ス.

 饑餓 時ニ變性的 ニ出現 スル耐酸性 ヲ有 スル腺細

胞 核乃至 ハ核 内耐酸性顆粒 ヲ認 メ得 ズ.又「ヘマ ト

キ シ リンー エオジ ン染色」 ニテ檢 スルニ主細胞 ノ

核 ノ輪 廓不 明瞭 ト化 シ胞體 ノ粘液状變性 ヲ現 セル

モ ノヲ認 メズ.覆 壁 細胞 内 ノ「エオジ ン」嗜 好性顆

粒比較的著明ナ リ.粘 膜筋 及ビ粘膜下組織 ニハ正

常時同樣稀ニ「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ見 ル.筋 層 ノ滑

平筋 ニ於テハ 一般ニ正常時以上 ニ多數 ノ「ク」・耐

酸性顆粒存 シ,核 ノ兩端 ノ ミナヲズ筋纎維中 ニ顆

粒 ノ散在 スハヲ認 ム.胃 漿膜下 ノ小動脉壁 ニハ正

常 時ヨ リ遙 ニ多數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 ム.

 噴門 部 ノ筋層 ニハ「ク」・耐 酸性顆粒少 キモ此部

ニ存 スル横紋筋纎維 ニハ舌筋 ニ見 タルガ如 ク多 數
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ノ微細粉末 状 ノ顆粒 ヲ認ム.

 十二指腸:粘 膜上皮竝 ニ腺組織 ニ於 テ 「ク」・

耐酸性顆粒 ヲ中等數 ニ見ル.顆 粒 ハ粘膜 ノ全層 ニ

亙 リテ凡 ソ瀰漫 性ニ散在 シ正常時 ノ吸収像 ニ相當

スル絨毛 尖端部 ノ夥 シキ顆粒 ヲ認 メ得 ズ.又 粘膜

固有層中ニハ顆粒少 シ.Brunner氏 腺組織 ニハ正

常時 ニハ通常顆粒 ヲ認 メ得ザルモ,本 例 ニ在 リテ

ハ殊 ニ深層 ノ腺細胞中 ニ濃紫色 ヲ呈 スハ微細顆粒

ヲ極 ク少數ニ見 ル.腸 筋層 ノ滑平筋 ニ於 テハ正常

時 ヨ リモ稍 々多 數ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ散在性 ニ

認 ム.粘 膜固有層 ニ於 ケル假 性「エオジ ン」嗜好性

白血球 ヲ認 メ得ズ.

 空腸:粘 膜 表面殊 ニ絨毛 ノ尖端附 近ニハ多數

ノ上皮脱 落シ内ニ稍 々粗大ナル「ク」・耐酸性顆粒

ヲ見 ル.之 ハ正常時 ニモ認 メラルル脱 落セル上皮

細胞 ノ變性 ニヨリテ生 ゼルモ ノナ リ.健 全 ナル粘

膜上皮細胞及 ビLieberkuhn氏 腺細胞 ニハ少數 ノ

微細粉末状 ノ同顆粒 ヲ見 ルモ深部ニ存 スル線組織

ニ於テハ顆粒 ヲ缺 ク.其 ノ他 ノ組織 ニ於ケル所見

ハ十二指腸ニ類 ス.粘 膜固有層 ニ於テハ假性 「エ

ナジン」嗜好細胞 ヲ認 メ得 ズ.

 廻腸:粘 膜上皮 ニハ微細稍 々細長 ナル 「ク」・

耐酸性顆粒 ヲ少數 ニ認 ムルモ,腺 上皮 ニ於テハ之

ヲ認 メ得 ズ.粘 膜固有層中ニモ極 ク少數 ノ同顆粒

ア リ,其 ノ多 クノモ ノハ白血球 中ニ存 ス.腸 筋層

中 ノ「ク」・顆粒ハ十二指腸,空 腸 ノ夫 レヨリモ少

シ.粘 膜 固有層中ニ假性「エオジ ン」嗜好白血球 ヲ

認 メ得ズ.

 盲腸:粘 膜上皮中ニハ正常時以上 ニ稍々多數

ノ鋭利 ニ境 サ レタ ル暗紫色 ヲ呈 ス ル定型的 ノ

「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 ム.併 シ深部 ノ上皮組織中

ニハ顆粒甚 ダ稀 ナ リ.粘 膜固有層竝 ニ筋層滑平筋

纎維中ニハ稀 ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 ムル ノミ,

粘膜 固有層中 ニ甚ダ稀ニ假性「エオジン」嗜 好細胞

ヲ認 ム.

 大腸:粘 膜 上皮 中 ニハ異常 ノ「ク」・耐酸性顆

粒少數ニア リ,顆 粒 ハ上皮細胞 核 ノ上方 及ビ上皮

細胞 ノ基底部ニ於テ群 集 スル傾 向 ヲ示 ス.又 杯細

胞中 ノ粘液 ハ饑餓 ヲ行 フ時 ハ耐酸 性 ヲ遞減 スル モ

本例 ニ於テハ可成濃紫色 ヲ呈 シ網状 ニ現ルル粘 液

中ニハ顆粒 樣物 ノ濃染 スルモ ノア リ.腸 壁筋 層滑

平筋 中ニハ小 腸同樣少數 ノ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ散

在性 ニ見ル,粘 膜 固有層中 ニハ假 性「エオ ジン」嗜

好性白血球 ヲ認 メズ.

 肝臟:肝 細胞索ハ萎 縮性ニ シテ肝 細胞 内 ニ瀰

漫性 ニ微細 ナル「ク」・耐酸 性顆粒 多數 ニ存 ス.併

乍,正 常時 ノ如 ク「コンマ」状,Myelin形 ヲナス.粗

大ナル顆粒 ヲ毛細 血管 ノ内皮 下ニ認 ムルヲ得 ズ.

上記微細ナル「ク」・耐酸性 顆粒 ニ混 ジテ黄褐色 ノ

消耗性色素顆粒 ヲ少數 ニ認 ム.本 顆粒 ハ耐酸 性顆

粒 トノ間 ニ移行型 ア リ.肝 星芒状細胞 中 ニハ比較

的少量 ノ耐 性類脂 體 ヲ含有 ス.注 意 スベキハ正常

時 ニハ甚ダ稀ニ ノ ミ出現 スル膽道 上皮中 ニ本例 ニ

於テ ハ多數 ノ大小顆粒 出現 シ殊 ニ細胞 ノ基底 部 ニ

多數 ニシテ且粗大ナ リ.又 正常時 ニ全 ク見 ラレザ

ル間質結締織殊 ニ膽管周圍 ニ於 テ定型 的「ク」・耐

酸性顆粒 ノ散在 セル ヲ見 ル次ニ肝 動脉 枝 ノ壁滑 平

筋中 ニモ少數 ノ「ク」・耐酸性顆 粒散在 セリ.

 膽嚢:粘 膜表面 ニハ滴状又ハ顆 粒状 ニ膽汁 ノ

内容 固定サ ル.粘 膜 ノ遊離縁 ノ一部ハ赤紫色 ニ呈

色 スル一部 ノ上皮細胞中 ニハ微細ナル「ク」・耐酸

性顆粒多數 ニ存 シ連續性 ニ粘膜 下組織 ニ移行 セル

ヲ見 ル.粘 膜 下組織 ノ同顆 粒ハ稍 々瀰漫性 ニ存 シ,

筋層 ニ少 ク,結 締織層 ニ於 テハ再 ビ顆粒 ノ増加 ア

リ.膽 嚢 ノ結締識層 ト直接觸 レタル肝實質 ニ於テ

ハ細胞内 ニ多數 ノ而モ稍 々粗大 ナル顆粒存 シ,獨

特 ナル帶状 ヲナ シテ現ル.「ヘマ トキ シ リンー エ オ

ジ ン」染色 ニテ肝 細胞 核ニ核 涌出現象 ヲ中等 ニ認

ム.消 耗性褐色素著 明ナ ラズ.

 顎下腺:顎 下腺々房細胞 内 ニハ正常時 ヨ リハ
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遙ニ 多數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 存 シ主 トシテ細胞基

底部ニ顆 粒 多シ.潤 管 ニ於テハ略ボ正常時同樣 ノ

顆粒 ヲ見ル.

膵臓:Nr.4.膵 腺房細胞中 ニハ核ニ接 シテ

甚 ダ微細 ナル「グ」・耐酸性顆粒 ヲ少數 ニ見 ル.又

「ラ」氏嶋細胞 ニ於テハ微細 ナル同顆粒中等數ニア

リ,一 部 ノモ ノハ核膜 ニ密着 シ時 ニ帽子状 ヲナ シ

テ核端 ニ附着 セルモ ノヲ見 ル.又 時 ニ小滴状 ノ顆

粒 ヲ混 ズ,上 記「ク」・耐酸性顆粒ハ共 ニ平常時 ヨ

リモ多少増加 セ リ.

Nr.10.膵 腺房細胞,殊 ニ細胞基底 ニ異常 ノ多

數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ア リ.大 サ1-3.5μ ニ達シ

大 ナルモノハ偏 在性ニ空胞形成 ヲ見ル.「 ラ」氏嶋

ニ於テモ顆粒 ノ増加可成 著明ナ リ.

腎臓:細 尿管主要部上皮中ニハ正常時 ヨ リ遙

ニ多數 ノ微細ナル「ク」・耐酸性顆粒出 現 セ リ.顆

粒 ハ上皮細胞中 ニ瀰漫 性ニ現 レ一般 ニ近側部ヨ リ

モ遠側ニ多 シ.「ヘ」氏蹄係廣 細管部 ニ ハ 正常時

「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メザ ルニ本例 ニ於テハ明瞭

ナル微細顆粒 ヲ少數ニ認 メ得 タリ.廣 管部介在部

ノ「ク」・顆粒ハ大體 正常時同樣 ノ所 見 ヲ呈セ リ.

然ルニ潤管 ニ於 テ顆粒 ハ正常時ヨ リモ増加 シ,殊

ニ注 目スベキハ正常時ニ常ニ 顆粒 ヲ現ス コ トナキ

大小集合管上皮中ニ至 ル處少 數乃至中等數 ニ顆粒

ヲ認 メ得.又絲 毬體蹄係毛細管内皮 ニ於テ ハ正常.

時 ニハ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ至極稀 ニ認ム ルモノナ

ルニ本 例 ニ於テハ蹄係毛細管 内皮 ニハ中等數 ハ微

細粉末状 ノ顆粒 ア リ.Bowman氏 嚢上皮及 ビ絲

毬體輸 入 血管壁 ニ於テ少 數 ノ同顆粒 ヲ認 ム.上 記

正常時 ニ認 メラレザル部ニ出現セル總 テ ノ顆粒ハ

「ク」・耐酸性顆粒 トシテ定型的 ハ形態 ヲ有 シ細胞

核 ハ變性ニヨ リテ出現 スルモ ノ トハ大 ナル相違ア

リ.錐體 部間質内ノ 濱崎氏特殊細胞 ニ「ク」・耐酸

性顆粒 ヲ認 メズ.腎盂 粘膜 上皮ニ於 テハ明瞭ナ ル

少數 ハ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 ム,其 ノ數 正常時 ヨ

り増加 セ リ.

膀胱:移 行上 皮竝 ニ粘膜 下結 締織 ニ於テハ正

常時同樣 甚ダ稀ニ「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ認ム.滑 平

筋纎維中 ニハ正常 時 ヨ リ多少多 クノ「ク」・耐酸 性

顆粒 ヲ認 メ得.核 質 涌出現象ナ シ.

卵巣:「 グラー フ」氏濾胞 ノ胞膜中 ニハ正常時

ニ比 シテ遙 ニ多數 ノ呈色強キ定 型的「ク」・耐酸性

顆粒 ア リ.又 皮質第一次濾胞 ノ濾胞上皮中 ニモ中

等數 ハ同顆粒 ヲ見ル.斯 ノ如 キ所見ハ正常時ニ 全

ク認 メ得ザ ルモ ノナ リ.間 質腺 ニ於 ケル耐酸性類

脂體ノ 所見ハ正常時 ニ略 ボ同 ジク又其 ノ「ク」・耐

酸 性顆粒 ハ饑餓5日 ノ動物 ニ於 ケ ル 所 見 ニ一 致

ス.

睾 丸:細 精管 ハ稍 々萎縮性 ナル モ精上皮 ニハ

多數 ハ「ク」・耐酸 性顆粒 ア リテ部分的 ニハ異常 ニ

多數 ハ顆 粒 ノ存 スル ヲ見 ル.此 部 ノ顆粒 ハ粗大ナ

ル モハヲ混 ジ殊ニ 精上皮 基底 部ニ大 ナ リ.大 ナル

顆粒ニハ偏 在性 ニ空胞 ヲ存スルモ ノア リ.尚 ホ注

意 スベキハ細精 管被膜 及ビ間質 結締織 ニ稍々多數

ノ微細 ナル「ク」・耐酸性顆粒 散在 スル コ トニ シテ

正常時 ニ全 ク認 メ得ザ ル組織像 ナ リ.「ヘ マ トキ

シリンー エオジン染色 標本」ヲ檢 スル石炭酸「フク

シ ン」沃度 法ニ テ「ク」・耐酸性顆粒 ノ多數 ニ存セ シ

部 ニハ精上 皮細胞殊 ニ精母細胞 ノ有絲分裂像甚 ダ

多 數 ニ存 シ同細胞ノ 増殖 ヲ認 ム.

胸腺:胸 腺實質ノ萎 縮ハ甚ダ輕 度ナ リ.胸 腺

淋 巴樣細胞 ニハ正常時或ハ部分的 ニ夫 レ以 上ニ多

數ノ 微細圓形「ク」・耐酸性顆粒ヲ 有 ス.其 ノ組織

的所見 ハ正常時 ト異ナ ラズ.網 状織細胞 ノ一部 ノ

モ ノハ稜角 性ノ稍 々粗大 ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ

充 スモ ノア リテ,耐 酸性類 脂體 顆粒 ハ正常時 ニ比

シテ少 キガ如 シ.間 質 中 ノ小動脉 壁滑平筋 ニハ少

數 ノ「ク」・耐酸性 顆粒 ヲ散在性 ニ認 ム.

申状腺:濾 胞 上皮 ノ萎縮著 明ナ ラザルモ膠質

ノ量ハ一般 ニ減少 シ多少 其 ノ耐酸 性 ヲ亢進 セ リ.
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濾胞 上皮内 ニハ少數 ノ「ク」・耐酸性顆粒散在 性 ニ

存 シ,其 ノ數正常動物 ヨリモ幾分 減少 セルモ饑餓

5日 ノ夫 レヨ リモ遙ニ多 シ.尚 ホ注 目スベキハ正

常時ニ濱崎氏 ノ注意 セ シ弱耐酸性 ヲ有スル膠質中

ノ小露滴状物ハ著 シク増加 セル事ナ リ.

上皮小體:實 質 細胞内 ニ ハ 少數 ノ微細 ナ ル

「ク」・耐酸性顆粒ア リ,又核 ノ空胞 多數ニ在 リテ

其ノ壁 ニ新月 ヲナ シテ少量 ノ耐酸性物 存 ス.

腦下垂體:腦 下垂體 前葉 及 ビ中葉 ニハ少 數 ノ

「ク」・耐酸性顆粒散在 シ,正 常時 ヨリ稍々少 シ,

後葉基質中ニハ類圓形 ノ小顆粒 多數 ニ散在 シ正常

時ヨ リモ増加セルヲ認 ム.

松菓 腺:松菓 腺細胞 ニハ少數 ノ「ク」・耐酸性

顆粒 ト小滴状 ノ耐酸性類脂體 ヲ見ル.後 者ハ其 ノ

過半 數 ニ於テ中ニ空胞 ヲ生 ゼ リ.

副腎:副 腎皮質各層ニ於 ケル「ク」・耐酸性顆

粒 ノ組織所見 ハ略ボ 正常時ニ同 ジキモ束状層 ニ於

テハ多少顆粒 ノ増加 ヲ來セ リ.副 腎髓 質 ノ「ク」・

耐酸性顆粒ハ其 ノ數竝 ニ組織的所見正常時 ニ概 ネ

一致 ス.網 状層 ノ深部ニ多核白血球ノ 浸潤 ア リ.

家兔 Nr.5. ♀ 體 重:實驗 前1830g 屠

殺時1380g

注射:饑 餓第3日 及 ビ第4日 ニ各 々1囘1.g

核酸曹達靜脉 内.翌 日殺.

血液 白血球數:饑 餓第2日7530,第3日7000,

第4日16150,第5日16220.

家兎 Nr.9. 〓 體重:實驗 前1850g 屠

殺時1500g

注射:饑 餓第5日 及 ビ第6日 ニ 各々1囘1.g,

核酸曹達靜脉 内.第2囘 ノ注射後10時 間 ニ シテ

屠 殺.

血液白血球 數:饑 餓第2日5800,第3日5160,

第4日7000,第5日9040,第6日10300.

心臓:微 細ナル「ク」・耐酸性顆 粒 多數 ニ存 シ

前 例 ノ心筋所見 ニ略 ボ同樣 ナ リ.但 シ間質小動脉

壁ニ於 テハ「ク」・耐酸性顆粒比較的少 シ.

大動脉:大 動脉外膜結締織中 ニ極 ク少 數 ノ

「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見ル.顆粒 ト細胞成分 ノ位置

的關 係ハ不明瞭 ナ リ.

脾臓:脾臓 ノ組織的所見ハ全ク前例ニ同ジク

被摸,梁 材,小 動脉壁 ニ於テモ「ク」・耐酸 性顆粒

ヲ認 ム.殊 ニNr.9.ニ 於テ ハ甚ダ著明 ニ現 レタ

リ.

淋 巴腺:「 ク」・耐酸性顆粒 ノ數竝 ニ形態分布

共 ニ全 ク正常時 ノ所見 ヲ呈 ス.

骨髓:前 例 ノ如 ク網状織 細胞竝ニ 骨髓細 胞 ニ

異常 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メ得ル モ,其 ノ數ハ

前例ニ比 シテ遙 ニ少 シ.「 ヘマ トキ シ リンー エオ

ジ ン」染色 ニテ檢 スルニ前 例同樣 骨髓 巨大細胞内

ニハ1-3箇 ノ多核白血球 ノ貧喰サ レタル ヲ見 ル.

其 ノ白血球 ノ核 ハ變性 ニ陷 レ リ.

氣管:氣 管粘膜氈 毛 上皮 中ニハ僅 ニ遊離縁 ニ

於 テ微細滴状 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ極 ク少數ニ 認

メ得 ル ノミ.併 乍,Nr.5.ニ 在 リテ ハ粘膜下結締

織 ニハ異常 ノ「ク」・耐酸性顆 粒著明 ニ増加 シ,殊

ニ小動脉壁滑平筋層 ニ於 テハ多數 ノ而 モ甚ダ粗大

ナル(2-5μ)同 顆粒 ヲ認 メ,其 ノ形ハ類圓 形乃

至小塊状 ヲナ シ一樣ニ 呈色著明 ナ リ.又 附近 ノ結

締織中 ニハ星芒状 ノ同細胞中ニ 大サ稍 々均整ナ ル

1-2μ 類圓形 ノ「ク」・耐酸 性顆粒多數ニ 存 シ細胞

突起中ニ規 則正 シク配列 スル ガ故ニ 細胞 ノ形態明

瞭ニ 現ルルモ ノア リ.「 ヘマ トキシ リンーエ オジ

シ」 染色ニ テ檢 スルニ粘膜下組織ニ ハ少數 ノ淋巴

細胞.單 核球 ヲ見 ル.又 血管内皮細胞 ハ輕度 ニ増

殖 セ リ.

肺:肺 胞中隔中ニ 稀ニ 少數 ノ「ク」・耐酸 性顆

粒 ヲ有スル腫大 セル細胞 ア リ.尚 ホ肋摸下結締織

中ニ少 數ノ顆粒 ヲ認 メ得 タリ.

横隔膜:前 例 ニ比 シテ筋纎維中 ニハ微細 ナル
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「ク」・耐酸 性顆粒稍 々多キ モ筋鞘中 ノ粗 大ナル顆

粒 ハ甚 ダ稀ナ リ,又 間質ニ 於 テ同顆粒 ヲ認 メズ.

咬筋:前 例ニ比 シテ著 シク顆粒 ニ富 ミ凡 ソ 正

常 時 ノ顆粒數 ニ匹敵 シ,原纎 維間ニ ハ1列 ニ微細

顆 粒 ノ並列 セルヲ見ル.

腓腸筋:腓 腸筋 々纎維中 ニハ筋 鞘竝ニ 之ニ 近

ク1-3μ大圓 形 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ少數 ニ存 シ

前 例ヨ リハ遙 ニ顆粒多 シ.

大腦:Nr.5.ニ 於テハ大腦皮質竝 ニ海馬廻轉

ニ於ケル所見ハNr.4.ト 大同小異ナ ルモ一 般 ニ

本 例ニ於 テ 「ク」・耐酸性顆粒多少 多 キ ガ如 シ.

Nr.9.ニ 在 リテハ前記Nr.10.ノ 所見 ニ略 ボ同

ジ.

脉絡膜叢:脉 絡叢上皮細胞 中ニハ前記 ニ比 シ

テ微細ナル顆粒稍 々少 ク,耐 酸 性類脂體 滴 ハ稍 々

多數ニ シテ耳大 ナ リ.

Pons.:前 例ト略 ボ同樣 ノ所見 ヲ呈 セ リ.

小腦:分 子層 ニ於 ケル微細ナル「ク」・耐酸性

顆粒正常時 ニ比 シ著明 ナル減少 ヲ來 セルモ,顆 粒

細胞層 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ハ略ボ正常時 ニ類 ス.

尚 ホ髓質神經髓 鞘 ニ於 ケル耐酸性物質 ハ可成著明

ニ減少 セ リ.

脊髓:前 例 ニ比シ テ前角運 動神經 節細胞内 ノ

顆粒少 キモ白質神經 髓鞘 内ニ ハ中等量 ノ耐酸性物

質 ヲ認 ム.

舌:粘 膜上皮基底 部竝 ニ粘膜下結締織中 ニハ

少數乍同 顆粒 ヲ認 メ得.舌 筋纎 維中 ニハ微細ナル

「ク」・耐酸性顆粒 多數ニ 存 シ原纎維 間 ニ並列 スル

状正 常時ニ 異ナ ラズ,間 質神經纎 維髓 鞘中ニハ瀰

漫 性ニ少量 ノ耐 酸性物質 ヲ有 スルヲ見 ル.

食道:粘 膜 上皮基底部 ニハ少數 ノ「ク」・耐酸

性顆粒散在 シ,食 道横 紋筋 中ニハ稍 々多數 ノ同顆

粒 ヲ見 ル.又 食道周圍 ノ結締織 中 ニ ハ 中 等 數 ノ

「ク」・耐酸性顆 粒散在 スルヲ見 ル.

胃:「ヘ マト キ シリンー エオジン染色」ニ就テ

檢 スルニ胃底線 ニハ僅ニ 萎縮 ヲ見ル モ大體 正常組

織像 ヲ呈 ス.然 ルニ石炭酸 「フクシ ン」沃度法 ヲ

行 フニ兩種腺細胞内ニ ハ正常時以上ニ甚 ダ多數 ノ

「ク」・耐 酸性顆粒 ア リ.顆 粒ハ0.5-2μ 大 ナルモ

屡 々數箇 ノ顆粒相 寄 リテ塊状 ノ集團 ヲナシ,又 少

數 ノモ ノハ核膜 ト密着 シテ現 ル.尚 ホ細胞邊縁 部

ニ ハ絲状又ハMyelin状 ノ粗大顆粒 比較的多數 ニ

ア リ.粘 膜上皮表面ニ 所 々少數 ノ微細滴状 ノ耐酸

性顆粒 ヲ見 ル.粘 膜下 組織 ニハ少數 ノ「ク」・耐酸

性顆粒散在性 ニ存 ス.胃 壁筋層ニ 於 ケル「ク」・耐

酸 性顆粒ノ 所 見ハ略 ボ前例ニ 同 ジ.

十 二指腸:粘 膜上皮殊ニ 核端ニ 接 シテ徽細ナ

ル「ク」・耐酸性顆粒少 數ニ存 ス.粘 膜 固有層中 ニ

於テモ同樣 ノ顆粒少 數ニ散在 セ リ.又 剥脱 セル上

皮細胞内 ニ於テハ中等數 ニ同樣 ノ顆 粒 ヲ見 ル.

Lieberkuhn氏 腺腺底竝ニBrunner氏腺 底 ニハ

少數 ノ「ク」・耐酸 性顆 粒 ヲ見 ル.滑 平筋層,殊 ニ

外縱走筋纎 維ニ ハ正常時以上ニ 多數 ノ而 モ比較的

粗大ナル「ク」・耐酸性 顆粒ア リテ著 明ナル呈色ア

リ.「ヘマ トキシ リンー エオ ジソ染色」ニ就 テ檢 ス

ル ニ極 ク少 數 ノ假 性「エオジ ン嗜好性白血 球」ヲ粘

膜 固有層 ニ認 ム.

空腸:腸 内腔 ニハ稍 々多數 ノ剥離 セル粘膜上

皮細胞 ア リテ内 ニ粗大 ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ多

數ニ藏 シ其 ノ呈色 モ甚 ダ著明 ナ リ.絨 毛尖端 ノ粘

膜 上皮二 ハ稍 々多數 ノ微細 ナル「ク」・耐酸性顆粒

ア リテ上皮細胞 ノ側縁部ニ 群在 セ ル モ ノ ア リ.

Lieberkuhn氏 腺細胞中ニ ハ同顆粒 ヲ見ル ユト甚

ダ稀ナ リ.滑平 筋層 ニ於 テモ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ

少 數ニ見 ルモ十二指腸 ニ比 ス レバ稍々 少數 ナ リ.

「ヘマ トキ シリンー エオジン染色」ヲ行 フニ,假 性

「エオジ ン嗜好性 白血球」ヲ甚 ダ稀ニ粘膜 固有層中

ニ認 ム.

廻腸:腸 内腔ニ 剥脱 セル上皮細胞 中ニハ稍 々

滴状 ヲナセル粗大 ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ中等數
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ニ認 ム.絨毛 粘膜上皮中 ニハ散在性ニ 微細粉 末状

ノ顆粒少數ニ 存 ス.腸 壁滑平 筋 中ニハ少數 ノ同顆

粒 散在ス.「ヘ マ トキ シ リンーエ オジン染色」ニテ

稀ニ假 性「エオジン嗜好性白血球」ヲ粘膜固有層 中

ニ認 ム.

 盲腸:粘 膜 上皮 ハ部分的ニハ全 ク「ク」・耐酸

性顆粒 ノ存セザルコ トアルモ又部分的 ニハ多數 ノ

粗大ニ シテ呈色著明ナル顆粒 ヲ見ルコ トア リ.併

シ一般的ニ ハ少數 ノ微細 ナル顆 粒 ヲ散 在性ニ 上皮

中ニ認 ム.滑平 筋層ニ 在 リテハ部分的ニ少敷 ノ呈

色著明ナ ラザ ル 「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ認 メ得ル ノ

ミ.「ヘマト キシ リンーエオジン 染色 」ヲ施 スニ粘

膜固有層中ニ 極 ク少數 ノ假性「エオジン嗜 好」細胞

ヲ認ム.

 大腸:大 腸粘膜上皮中ニ稍 々粗大 ナル 「ク」・

耐酸性顆 粒 ヲ少數ニ 認 メ得.

 肝臟:肝實 質細胞ニ 於 ケル所見 ハ其ノ量ニ 於

テ又顆粒 ノ分布竝ニ 形態ニ 於テ 正常所見 ニ一致 ス

ル モ ノ ア リ.即 チ主ト シテ肝細胞索邊縁或 ハ肝

毛細管内皮下層ニ 多數ノ 粗大,滴状,曲 玉状 又ハ

Myelin形ヲ ナス顆粒 ア リ.少數 ノモ ノニハ空胞

ノ生ゼル ヲ見 ル.又 肝 細胞原形質中ニ ハ瀰漫 性ニ

微細粉 末状 ヲ呈 スル多數 ノ「ク」・耐酸性顆 粒 ア リ.

其 ノ一部ハ淡黄色 ヲ呈 ス.顆粒ハ一 般小葉 ノ邊縁

部ニ 多 ク,殊ニ膽 嚢下ニ 位スル部ニハ甚ダ多數 ノ

顆粒ヲ 見ル.間 質ハ正 常時ニ顆 粒 ヲ認 メ得ザルニ

拘 ラズ.本 例ニ在 リテハ結締織竝ニ 肝動脉壁ニ 中

等數 ノ同顆粒 アリ.又 大ナル膽 管上皮 ニモ稍 々多

數 ノ顆粒 ア リテ殊ニ其 ノ基底 部ニ ハ粗大ナル顆粒

存 ス.

 膽嚢所見ハ前例 ト同樣 ノ所見 ナルモ顆粒數 ハ本

例ニ 於テ優 ル所 ア リ.「ヘ マ トキシ リンーエ オジ

ン染色」 ヲ施 スニ肝細胞核ニ 於テ 核質涌出現象 ヲ

輕 度ニ認 メ得.

 顎下腺:「 ク」・耐酸 性顆粒 ノ分布,形 態 共ニ

全 ク正常時 ノ所見 ヲ有スルモ,腺 房細胞ニ 於 ケル

顆粒數 ハ部分的ニ正 常時以上ニ顆 粒ニ 富ム.又 間

質小動脉 壁滑平筋 中ニ ハ稍 々多數 ノ顆粒 ヲ認 ム.

 膵臟:膵 腺房 細胞ニ ハ正常時僅少 ノ「ク」・耐

酸性顆 粒 ヲ見ル ニ過ギザルニ兩 例共ニ腺房細胞 中

ニ驚クベ キ多數 ノ顆粒 ア リ.同顆 粒 ハ大サ1-2μ

ナ ル モ 緻密ニ 存スル部ニ ハ2-3ノ顆 粒相集 ル ヲ

見 ル.顆粒 ノ大部分ハ腺 房基底 部ニ存 シ,總 テ呈色

著明 ニシテ核 ト特定 ノ位置ニ 存 スルモ ノ稀 ナ リ.

輸送 管上皮 中ニモ粗大 ナル顆粒ヲ 少數ニ 認 ム.又

「ラ」氏嶋細胞ニ於 テモ正常時 ニ比 シテ甚 ダ多數 ノ

顆粒 ア リ,顆 粒 ハ0.5-1μ 類圓形 ニシテ核周圍 ニ

存 スル コ ト形 態的ニ ハ正常時 ト異ル所 ナシ.又 間

質小動脉壁 滑平筋ニ 少數 ノ「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ見

ル.「 ヘマ トキ シ リンー エオジン染色」ニ テ檢 ス

ル ニ腺房細胞竝ニ 「ラ」氏嶋細胞ニ 於 テ輕度 ノ萎縮

ヲ認 ムル外著變 ナ ク,殊ニ 核 ノ呈色度全 ク尋常 ナ

リ.

腎臟:正 常時 ノ腎組織ニ 比 シテ「ク」・耐酸性

顆粒甚ダ多數ニ シテ細尿管主要部 ノ「ヘ」氏蹄係細

管部,集 合管上皮竝ニ絲 毬體蹄係血 管内皮等ニ 異

常ニ 多數 ノ「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ現スコ ト前例ニ 同

ジ,但 シ本例ニ於 テハ主要部竝ニ 集合管上皮ニ ハ

前例ニ 比 シテ更ニ 多數 ノ顆粒 出現 シ,反 之,絲 毬

體蹄係血管 内皮ニ於 テハ顆粒前 例 ヨ リモ少 シ.

 膀胱:移 行上皮中ニ ハ甚ダ稀ニ 「ク」・耐酸性

顆粒 ヲ見ル.然 ルニ粘膜下結締織ハ正常時ニ 比 シ

テ甚 ダ多數 ノ微細粉末状 ノ「ク」・耐酸性顆 粒瀰 漫

性ニ 散布サ レタル ヲ見 ル.滑平 筋ニ 於 テハ少數 ノ

同顆 粒存 ス.「ヘ マ トキ シリンー エオジン染色」ニ

テ見 ルニ稍 々多數 ノ筋纎 維核ニ 著 明ナル核質涌 出

現象アリ.核 質滴ハ多クハ大ニ シテ核 ハ半月状 ヲ

ナスモ ノアルモ少數 ノモ ノハ舌状 ヲナス定型的 ノ

モ ノアリ.又核涌 出物質ニ 由來スル ト覺シキ空胞

ヲ筋纎 維ニ 認 メ得テ,時ニ 核 ノ兩端又 ハ核 ヲ繞 ツ
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ヲ淡明ナ ル涌 出物質 ノ存スルモ ノア リ.

 睾丸:細 精管上皮中,殊ニ 其 ノ基底部 即 チ主

トシヲ原精細胞 及ビ精母細胞中ニ甚ダ 多數 ノ顆粒

ア リ.顆 粒ハ多クハ1-4μ 大不整形 ヲ呈 スルモ,

上皮表層ニ存 スルモ ノハ一 般ニ微 細稜角性ニ 富 ミ

定型的「ク」・耐酸性顆粒 ナル モ上皮基底部ニ 於テ

ハ顆粒 互ニ相癒合 シ4-5μ ノ類圓形粗 大 ナル顆

粒 ヲ形成 ス.饑 餓 ノ末期ニ 於ヲ 睾丸ニ 在 リテ往々

變性 的ニ顆粒 ノ増加 スルコ トアルモ顆粒 ノ數竝 ニ

大サニ於テハ遙ニ 本例ニ 及バ ズ.殊ニ 本例ニ 於テ

特異ナルコ トハ間細胞 ニハ耐 酸性類脂體 ヲ殆 ド有

セザルニ拘 ラズ間質結締織 ニ瀰漫性ニ稍 々多數 ノ

定型的「ク」・耐酸性顆粒 ヲ有 スルコ トナ リ.間 質

血管壁ニ 於テモ同樣 ノ顆粒 ヲ見ル.「ヘマ トキシ

リン-エ オジン染色標本」 ヲ檢スルニ細精管上皮

殊ニ 精母細胞 ノ増殖著明ニ シテ甚ダ 多數ノ 有絲 分

裂 ヲ見 ル.

 卵巣:組 織所見 ハ前例ニ 略ボ一 致 シ皮質第一

次濾胞 上皮ニ 「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ認ムルハ異常 ノ

所見ナ リ.尚 ホ本例ニ在 リテハ「ダラー フ」氏濾胞

上皮内ニ 散在性ニ 中等數 ノ同顆粒 ヲ認 ム.門 部 ノ

小動脉 壁滑平筋中ニ 少數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ア リ

又同所 結締織中ニモ極 ク少數 ノ顆粒 ヲ見 ル.

 子宮:子 宮粘膜 上皮中ニハ異常ニ 多數 ノ類圓

形 ヲナス微細「ク」・耐酸性顆 粒ア リ一部ハ散在 ス

ル モ一部 ノモ ノハ數 箇相寄 リテ集團 ヲナス.子 宮

滑平筋 ニハ殆 ド全 ク顆粒 ヲ認 メズ.「ヘ マト キシ

リン-エ オジ ン染色」 ニテ檢 スルニ少數 ノ滑平 筋

核ニ 核質涌出 現象 ヲ認ム.子 宮筋纎維 ハ細 クシテ

Sarkoplasmaニ 乏 シキ タメ涌出現象左程著 明ナラ

ズ.

 胸腺:胸 腺實 質萎縮雌 性動物 トシテハ稍 々著

明 ナ リ.「ク」・耐酸 性顆粒竝ニ 耐酸性類 脂體 ノ組

織的所見前例ニ 略ボ一致 スル モ,淋 巴細胞ニ 於ケ

ル顆粒 ハ前例 ノソレニ比 シテ一 般ニ少 シ.

 甲状腺:本 例 ノ甲状 腺ハ 殆ド 小濾胞 ノミヨ リ

ナ リ濾胞 上皮ニ萎縮ヲ 認メズ,膠質 ノ含 量ニ 乏シ.

「ク」・耐酸性顆 粒ハ濾胞 上皮中ニ甚 ダ徽細 ナルモ

ノヲ極 ク少 量ニ認 ムル ノミ.膠 質 ノ耐酸 性甚ダ弱

シ.間 質結締織中ニ2-3μ 大滴状 ノ耐酸性 類脂 體

アリ.中 央ニ空 胞 ヲ生 ゼルモ ノ多 シ.

 上皮 小體:實 質細胞 中ニハ「ク」・耐酸性顆粒

ヲ見 ルコ ト甚ダ 稀 ナ リ.原 形質中 ニハ6μ 大 ノ圓

形 ノ空胞 多數 ニ存 シ其 ノ壁ニ 微量 ノ耐酸性 類脂體

ヲ認 ム.間 質小動脉壁滑平 筋 中ニ ハ稀ニ「ク」・耐

酸性顆粒存 ス.

 腦 下垂體:前 葉竝ニ中 葉實 質細胞ニ 於 テ少數

ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見ル.顆 粒ハ前例ニ比 シテ

甚ダ 少 シ.

 副腎:皮 質絲 毬層 中ニハ多數 ノ「ク」・耐酸性

顆粒 ト多量 ノ耐酸性類脂體ア リ,束 状層 ニハ殆 ド

顆粒 ナク,網 状層 ニハ再 ビ多數 ノ顆粒出現シ,尚

ホ少數ノ 滴状 耐酸性類脂體 ヲ見ル.髓 質細胞中 ニ

ハ 正常時ニ 比 シテ遙ニ 多數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ア

リ.且 大 サ甚 ダ大 ナ リ.一 部 ノモ ノハ核膜ニ 密着

シテ存 シ又稀ニ 核内部ニ顆 粒 ノ存スル コ トアリ.

又一部 ノモ ノハ絲状 又ハ小Myelin形 ヲナシテ胞

體 ノ邊縁ニ 存 ス.「ヘマト キシ リン-エ オジン染色

標本」 ニテ檢 スルニ皮質束状 層 ノ深部 ヨ リ綱状 層

ニ掛 ケテ實質内ニ輕 度 ノ多核白 血球 ノ浸潤 ア リ.

 家兎 Nr.1.〓 體重:實驗 前1710g,屠

殺時1440g

 經 口:饑 餓第3日 及 ビ第4日 ニ各 々1囘5g,

核酸曹達投與,翌日 殺.

 心臟:饑 餓5日ノ 心臟ニ比 シテ著 シク多數 ノ

「ク」・耐酸性顆粒 ア リ.顆 粒數 ハ正常心筋ニ 優ル

トモ劣 ラズ.併 乍,顆 粒 ノ配列 甚 ダ不規則ニ シテ

微細 ナル顆粒ハ多數 集合 シテ桿状 又ハ類圓 形 不規

則 ナル塊状ヲ ナ シ筋纎 維 ノ中心部 及ビ邊縁部 ノ差
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別 ナク出現ス.小 塊 ノ大サハ 通常4-7μ大ニ シテ

顆粒 ハ癒合 シテ全 ク均等質 ト化 スル コ トハ寧 ロ稀

ナ リ.本小塊中ニ ハ往 々2-3μ 大圓形 ノ空胞 ヲ見

ル コ トア リ.一 部筋纎維 ノ微細 ナル顆粒 ハ尚 ホ正

常像 ヲ保 チ境界 明瞭ニシテ筋原纎維 間ニ規則正 シ

ク配列 セルモノア リ.顆粒 ハ總テ耐酸性著 明ナ リ.

間質結締織竝ニ 血管壁ニ 於 テ耐酸 性顆 粒 ヲ認 メ

ズ.「ヘマ トキシリンーエ オジン染色標本」ニテ檢

スルニ筋纎維 原纎維 ノ「エオジン着染性」亢進 シ原

纎維 間ニ微細「エオジ ン嗜好性」顆粒(恐ラ クQ-

顆粒)多 數ニ配列 サル.間 質結 締織ニ ハ極 ク少 數

乍,多 核白 血球及ビ單核 球 ノ遊出ア リ.

 大動脉:外 膜結締織中ニハ極 ク少 數 ノ微細 ニ

シテ呈色弱 キ「ク」・耐酸性顆 粒ヲ 認 メ得.又結 締

織細胞ニ シテ胞體 ノ瀰漫性ニ 淡紫色 ヲ呈 スルモ ノ

ヲ見ル.

 脾臟:脾髓 實質竝ニ 淋巴濾胞 ハ著明ナル萎縮

ヲ來 シ從 ツテ脾梁 材及ビ 被膜 ハ比 較 的ニ 肥 厚 セ

リ.脾静脉竇 ハ稍 々擴張 シ中等量 ノ血液 ヲ容 レタ

リ.淋 巴細胞ニ 於テハ「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ認 メズ.

脾髓 網状織細胞ニ ハ定 型的「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認

メ難 キモ少數 ノ呈色甚 ダ弱 キ顆粒散在 ス.腫 大セ

ル網状 織細胞中ニ ハ多數 ノ耐酸性類脂體 顆粒 ヲ充

ス コ ト對照例ニ 略ボ同 ジ.注 目スベキハ脾動脉 枝

ノ壁滑平筋中ニ ハ少數 ノ呈色著明ナル「ク」・耐酸

性顆粒ヲ又被膜 中ニハ 呈色弱 キ「ク」・耐酸性顆 粒

ヲ極 ク少數ニ 認 メ得 ルコ トナ リ.脾 門 部 ノ結締織

中 ニモ少數 ノ微細圓形 ノ「ク」・耐酸性顆 粒ヲ認 メ

タリ.

 骨髓:「 ク」・耐酸性顆 粒 ヲ全 ク認 メズ.

 淋巴腺:少數 ノ淋巴細胞 ハ核ニ 接 シテ微細 ナ

ル「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ認 メ得.正 常時ニ比 シテ該

顆 粒 ノ呈色 ハ多少遞 減セ リ.又 網状 織細胞ニ ハ甚

ダ呈色弱 キ微細 ナル顆粒 ヲ多數ニ 見 ル.腫 大セル

多數 ノ網状 織細胞ハ多 數 ノ耐酸性 類脂體顆粒ニ テ

充サ ル.即 チ顆粒 ノ數竝ニ 分布 ハ大體 正常時ニ 類

ス.唯 「ク」・耐酸性顆粒 ノ呈色 ヲ多少 減弱セル ノ

ミ.

 氣管:氣 管氈毛 上皮 ノ氈毛中ニ 微細 滴状ニ シ

テ耐酸性餘リ強 カラザル少數 ノ耐酸性顆 粒 ヲ見 ル

上皮細胞體 中ニ ハ極 ク稀ニ核 ノ基底端ニ近 ク微細

ナル「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ見ル.粘 膜下組 織ニ 於テ

ハ一般ニ 「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メザルモ上皮基底

ニ接近 シテ至極 稀ニ 同顆粒 ヲ見 ルコ トアリ.

 肺:肺 胞 中隔 細胞ハ全 ク淡明ニ テ殆 ド「ク」・

耐酸性 顆粒 ヲ有セズ.併 シ稀ニ組 織球 性細胞ニ シ

テ微細 ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ中等數ニ 入ルルモ

ノヲ見 ル.氣 管枝粘膜竝ニ血 管壁ニ 全 ク「ク」・耐

酸性顆 粒 ヲ認 メズ.「 ヘマ トキ シ リン-エ オ ジン

染色標本」 ニテ檢 スルニ 中隔毛細血管中ニ稍 々多

數 ノ多核白血 球 ヲ見 ル,核 ノ右方 移動著明ナ リ.

 横隔膜:筋纎 維中 ニハ極 ク少 數 ノ1-2.5μ 大

類圓形 ノ呈色弱 キ「ク」・耐酸 性顆 粒 ヲ散在性ニ 見

ル.外筋鞘 ノ結締織中ニ モ呈色 弱キ類圓形 ノ「タ」・

耐酸性顆 粒 ヲ極 ク少數ニ 見 ル.又 間質結締 織中 ニ

モ至極 稀乍,同樣 ノ耐酸性顆粒ヲ 見 ル.筋ニ 分布

セル神經 中 ニ ハ 全 ク 「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ缺如 セ

リ.「ヘ マ トキシ リン-エ オジン染色 標本」ニテ檢

スルニ 間質 結締織殊ニ 血管附近ニ 假性 「エオジ ン

嗜好」 白血球 ノ少數散在 セ リ.

 咬筋:筋纎 維中ニ ハ中 等數 ノ微細 ナル 「ク」・

耐酸性顆粒及ビ稍 々粗大 ナル同顆粒 ヲ見 ル.殊ニ

後者ハ呈色 著明ニシ テ,大 サ2-3μ 大類圓 形 ヲ呈

シ筋纎 維 ノ主 トシテ邊縁 部ニ存 シ屡 々筋纎 維 鞘 ノ

外面ニ半 月形ニ 膨 隆セル ヲ見ル.間 質 結締織ニ 於

テハ呈色弱 キ極 メテ少 數 ノ「ク」・耐酸 性顆粒ヲ 見

ルノミ.筋 組 織中 ノ末梢神 經中ニ ハ全 ク顆粒 ヲ認

メ得 ズ.「ヘマ トキシ リン-エ オ ジン染色」ニテ檢

スルニ稀ニ 筋纎維 ハ蛋白 性崩壞 ヲ起 シ之ニ 少數 ノ

多核白血 球 ノ浸潤 セルヲ認 メタ リ.
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 腓腸筋:極 メテ稀ニ 小滴状 ノ呈色弱 キ 「ク」・

耐 酸性顆 粒 ヲ見ル.

 大腦:海 馬廻轉 ノ錐體細胞 ニハ呈色 ヲ稍々減

弱セル稜角性微 細 「ク」・耐酸性顆粒ヲ 少數ニ 認 ム.

放線状層 基質中 ノ微細顆粒 モ亦著 シク減少 シ呈色

顯著ナ ラズ.之 ヲ前篇饑餓5日 ノ家兎ニ 比 スル ニ

顆粒 ノ數量竝ニ 分布 ハ略 ボ之 ト一致 セ リ.濱 崎氏

血管外膜顆粒細胞 少ク其 ノ顆粒 モ亦減少ス.大 腦

皮質 ノ淺層ニ ハ「ク」・耐酸性顆 粒著 シク減少 スル

モ深層ニ ハ比較 的呈色強 キ微細 ナル顆粒 甚ダ多數

ニ存 ス.皮 質錐體 細胞 ノ「ク」・耐酸 性顆粒 ハ甚 ダ

著明ナル減少 ア リ.

 Pons:橋 部ニ 於 ケル一般神 經節 細胞 ハ「ク」・

耐酸性顆粒平 常時ニ比 シテ可成 著明ニ 減少 セ リ.

又神經髓 鞘ニ 於 ケ ル耐酸性物質亦著 明ニ 減 少 セ

リ.血 管外膜顆粒甚ダ少 數ナ リ.

 脉絡膜叢:脉 絡叢上皮中ニハ 核ニ 接 シテ3-

4μ 大滴状 ノ耐酸性 滴状物 ア リ,其 ノ中央部ニ ハ

境 界不明瞭ナ ル大空胞 ヲ認 ム.其 ノ他原形質 内ニ

ハ少數 ノ微細粉末状「ク」・耐酸性顆粒 ヲ散在性 ニ

認 ム.

 小腦:小腦分 子層ニ 於テハ微細粉末状 ノ顆粒

稍 々多數ニ存 シ,Purkinje氏 細胞層ニ近 ク著 シク

顆粒 ヲ減ズ.Purkinje氏 細胞ニ ハ全 ク顆粒 ヲ認 メ

ズ.顆 粒細胞層 ノ基質 中ニハ少數 乍微細稜角 性 ノ

「ク」・耐酸性顆粒 ヲ明カニ認 ム.髓 質神 經髓 鞘 ノ

耐酸性物質ハ著 シキ減少 ヲ來 セ リ.

 脊髓:前 角運 動神經細胞ニ 稜角ニ 富ム 「ク」・

耐酸性顆粒 ヲ中等數ニ認 ム.白 質神 經髓 鞘 ノ耐酸

性物 質 ハ著明ナル減少 ヲ來 セ リ.

 舌:舌 筋纎 維 ノ微 細ナル顆粒ハ可成著明ナル

減少 ヲ來 スモ呈色 著明 ナ リ.筋纎 維鞘ニ 見ラルル

粗大類圓形 ノ顆粒 ハ略 ボ對照例ニ 同ジ.又舌 筋 ニ

分布 スル神經纎 維 鞘 ノ耐酸性物 質ハ殆 ド全部消失

セ リ.

 食道:食 道粘膜上皮中ニ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ

認 メザルモ表面剥脱ニ 瀕 セル上皮細胞間ニ2μ 大

滴状 ノ顆粒所 々群在 ス.此顆 粒ハ 「ヘマ トキシ リ

ン-エ オジ ン染色」ニ テ紅染 シテ光輝 ア リ.其 ノ

他總 テ ノ食道組織ニ 耐酸 性顆粒 ヲ認 メズ.

 胃:胃 粘膜 上皮及ビ 上皮表面ニ 附着 セル粘液

樣物 中ニ耐酸性顆 粒 ヲ認 メズ.胃底 腺 ノ表層ニ 近

キ部ニ於 テハ腺細胞中ニ2μ 大類圓 形 ノ稍々粗大

ナルモ ノ及 ビ微細粉 末状 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ中

等數ニ見 ル.主 細胞 ノ一部 ノモ ノハ耐酸性核 ヲ有

ス.核 質 ハ瀰漫性ニ 紫色 ヲ呈 シ不明瞭 ナル顆粒 ヲ

稀ニ見 ル コ トアリ.覆 壁細胞 ノ核ハ耐 酸性 ヲ現ス

モノナ シ.胃 底腺 深部 ノ所見ハ殆 ド全 ク正常例 ト

異 ナ ラズ.即 チ腺細胞中ニ ハ稍 々多數 ノ稜角性ニ

富 ム微細 ナル「ク」・耐酸性顆 粒 ア リ.核 ハ淡明ニ

シテ稀ニ核内ニ 「ク」・耐酸性 顆粒 ヲ認 メ,又 核膜

ノ外側ニ 密接セル顆粒 ヲモ認 ム.「 ヘ マ トキ シリ

ン-エ オ ジン染色標本」ニ就 テ檢 スルニ 主細胞 ハ

稍 々著 シク萎縮ニ陷 ルモ核 ノ染 色性ニ 著變 ヲ認 メ

ズ.又 覆壁細胞 ハ正常像ト 殆 ド變 リナ ク胞 體 ノ

「エオジン嗜好性」著明 ニシテ核 ノ染色性ニ變 化 ナ

シ.噴 門腺 上皮中ニ 「ク」・耐酸性 顆粒 ヲ認 メズ.

胃壁滑平筋ニ ハ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ認 メザ ルモ噴

門部ニ存 スル食道横紋筋ニ ハ尚 ホ少數 ノ「ク」・耐

酸性顆 粒 ヲ認 ム.

 十二指腸:腸 内容 ヲ認 メズ.絨 毛 ノ尖端粘 膜

上皮中ニ 呈色稍 々弱 キモ「ク」・耐酸性 顆粒 ヲ少數

ニ見 ル.顆 粒 ハ稍 々粗大 ニシテ上皮基底部ニ 著明

ナ リ.又半バ剥脱 セル上皮中ニ 少數 ノ同樣 ノ顆粒

ア リ.但 シ核 ト特定 ノ位置的關 係 ニアルモ ノ少 シ.

爾餘 ノ十二指腸 組織ニ ハ全 ク顆粒 ヲ認 メズ.粘 膜

固有層 中ニ 假性「エオジン嗜好」白血球 ヲ極 ク少數

ニ認 ム.

 空腸:腸 内容 ヲ認 メズ.絨 毛尖端部ニ 剥離 セ

ル粘膜 上皮附着 セ リ.其 ノ少數 細胞中ニ 呈色強 カ
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ラザ ル少數 ノ「ク」・耐酸性顆 粒ア リ.又 絨毛 ノ健

康 ナル粘膜 上皮 ニ於テハ呈色弱 キモ「ク」・耐酸性

顆粒 ヲ中等數 ニ散在性ニ認 ムル コ トヲ得.粘 膜固

有層中 ニ甚 ダ稀ニ白血球中 ニ耐酸 性顆粒 ヲ有 スル

モ ノア リ.腸 壁筋層 中ニ顆粒 ヲ認 メズ.

盲腸:盲腸 粘膜 上皮中ニ呈色稍 々弱 キモ「ク」・

耐酸性顆粒少數 ニ存ス.腺 底 ノ上皮 細胞ハ屡 々圓

形20μ-25μ 大 ニ腫 脹 シ光輝 アル無色 ノ顆粒 ヲ多

數ニ藏ス.粘 膜下組織ニ ハ多數 ノ單核球及ビ淋巴

細胞 アリ.前 者 ノ原形質ハ淡紅色 ニ染リ顆粒状 ニ

ユ

現ル,又 假性 「エオジ ン嗜好」白血球少數 ニ混在

ス.

肝臟:肝 細胞索ハ萎縮 シ多數 ノ消耗性褐色素

ア リ.其 ノ一小 部 ノミ赤色調 ヲ帯ブ.定 型 的「ク」・

耐酸性顆 粒ナ シ.星 芒状細胞 ハ極 ク少數 ノモ ノハ

輕度ニ腫大 シ,赤 紫色 ヲ呈スル耐酸性 類脂體顆 粒

ヲ少數 ニ有 ス.膽 道圓柱上皮ニ「ク」・耐酸性顆粒

ヲ認 メズ.

膽嚢粘膜上皮遊離縁 ハ平等ニ赤染セル部 アルモ

上皮竝 ニ粘膜下組織等 ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メ

ズ.「 ヘマ トキシリ ン-エオ ジ ン染色」 ニテ檢ス

ルニ肝細胞核 ノ過半數 ニ於テ著 明ナル核質涌 出ア

リ.肝 細胞原形質ハ「エオ ジン」ニ好 ク染 リ顆 粒状

ニ見 ユルモ ノア リ.

顎下腺:顎 下腺々房細胞 ニハ全 ク「ク」・耐酸

性顆粒 ヲ認 メズ.潤 管上皮ハ正常時 ニ比 シテ淡染

シ内 ニ比較的粗 大ナル「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ少數 ニ

認ム.

膵臟:腺 房細胞 ニハ全 ク「ク」・耐酸性顆粒 ヲ

認 メズ.「 ラ」氏嶋 ニハ至極稀ニ微細 ナル顆粒 ヲ認

ム.

腎臟:腎 細尿管主要部ニ「ク」・耐酸性顆粒 ナ

シ.Henle氏 蹄係廣管部「ク」・耐酸性顆 粒著 シク

減少 シ.原 形質 ハ全 ク淡明 微細 ナル「ク」・耐酸性

顆粒 ヲ少數 ニ見 ル.介 在部及 ビ潤管上皮細胞 ノ原

形質 ハ著 シク淡染 シ,「 ク」・耐酸性顆 粒著明 ニ減

少 シ1-2μ 大類 圓形赤紫色 ノ顆粒 ヲ少數 ニ見 ル.

絲 毬體蹄係 血管内皮 ニ微細類圓形 ノ赤紫色 ノ顆粒

ヲ極 ク少數 ニ 見 ル髓 質 中 ニハ實質竝 ニ間質 内ニ

「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ全 ク認 メズ.「 ヘマ トキシ リ

ン-エ オジン染色」 ニテ檢 スルニ細 尿管主部遠側

部 ノ上皮 ハ著 シク「エ オジ ン嗜好性」ヲ増進 シ,腔

内 ニハ「エ オジン」ニ好染 スル顆 粒状 乃至網 状 ノ分

泌物 ヲ見 ル.「 ヘ」氏蹄係 細管部 ニハ往 々紅染 スル

滴状 ノ蛋白塊 ヲ容 ル.又 集合管 上皮 内縁ハ刷子縁

状 ニ紅染 スル ヲ見 ル.

膀胱:移 行上皮中ニハ稀ニ1-2μ ノ類圓形

呈色餘 リ著 明ナラザル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見 ル.

膀胱壁滑平筋 繊維 ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メズ.

「ヘマ トキシ リン-エ オジン染 色」ニテ檢 スル ニ滑

平筋核 ニ定型的核涌出現象 ヲ認 メ得ザルモ之 ト疑

ハ シキ像 ヲ稀 ニ見 ル.

睾 丸:「 ヘマ トキシ リン-エ オジン染 色」ニテ

檢 スルニ各種細精管上皮ハ比較 的 ヨク保存サ レ精

絲 モ少數 ニ散見 ス.然 ル ニ石炭 酸「フクシン」沃度

法 ニテ檢 スルニ上皮 ノ「ク」・耐酸性顆 粒ハ甚ダ著

明 ナル減少 ア リ.微 細ナル顆粒少數 ニ存 スル時 ト

雖 モ其 ノ耐酸性著 シク減弱セ リ.間 細胞 ニ耐酸 性

顆粒 ヲ認 メズ.

胸腺:「 ヘマ トキ シリン-エ オジン染色」ニテ

檢 スルニ皮質 ノ胸 腺淋 巴樣細胞 ハ大部 分消失 シ,

網状織細胞 ハ比較的 ノ増殖 ヲ示 スモ,髄 質 ニ在 ツ

テハ淋巴樣 細胞尚 ホ多數ニ存ス.Hassall氏 小體

ノ増加 ヲ見 ル.石 炭酸「フク シン」沃度 法 ヲ施ス ニ,

淋巴樣 細胞 ニハ全 ク「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ認 メズ.

腫大 セル網状 織細胞ニ ハ中等量 ニ耐酸 性類脂體 ヲ

見ル モ呈色 弱 ク淡 赤褐色ニ 現ル.

甲状腺:濾 胞 上皮 ノ萎縮可 成著 明ナルモ膠質

ハ尚ホ 中等量ニ 存 ス.濾 胞 上皮中ニ「ク」・耐酸性

顆粒 ヲ全 ク認 メズ.膠 質 ノ耐酸 性ハ正常時 ヨリモ
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多少亢 マ レルガ如 シ.

 上皮小體:「 ク」・耐酸性顆粒 ヲ全ク認 メズ.

 腦下垂體:「 ク」・耐酸性顆 粒 ノ減少ハ前葉 ニ

於テ甚 ダ著明 ニ シテ極 ク稀ニ核 ニ接 シテ微細圓形

ノ顆粒 ヲ見 ル.中 葉實質細胞 ノ「ク」・耐酸性顆粒

ハ比較的 ヨク保有サル ヲ見ル.

 松菓腺:實 質細胞 内ニハ正常時或 ハ夫 レ以上

ノ「ク」・耐酸 性顆粒 ア リ.多 クハ類圓形 ヲナスモ

核 トノ位置的關係定 カナラズ.

 副腎:「 ヘマ トキ シリン-エ オジン染 色」ニテ

檢 スルニ皮質束状層 ノ深部ニ於 テ廣 ク炎症 ヲ起 セ

リ.〓 中ニハ多數 ノ多核 白血球 滲出 シ,一 部 ノ實

質 細胞 ハ不明瞭 トナ レ リ.〓 内ニハ核破碎 物 ヲ多

數ニ認 ム.石 炭酸「フクシン」沃度法 ニテ檢 スル ニ

皮質絲毬層 ニハ耐酸性物質 ヲ殆 ド全 ク認 メズ.束

状層ニ ハ之ヲ全 ク缺 ク.網 状層ニ 於 テハ稍々多數

ノ微細類圓形 ノ耐酸性類脂體顆粒 ア リ,之 ニ混 ジ

テ少數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 ム.髄 質實質細胞

内ニハ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ全 ク認 メ得 ズ.

 家兎Nr. 6,體 重:實驗 前1770g,屠 殺時

1450g

 經口:饑 餓第3日 及ビ第4日 ニ各々1囘5g,

葡萄糖投與,翌 日殺.

 心臟:核 酸曹達經口 投與 ノ例ニ比 シテ,本 例

ノ「ク」・耐酸性顆粒ハ稍 々少 ク且微細 ナ リ.但 シ

間質小動脉壁 ノ滑 平筋 ニハ稀 ニ「ク」・耐酸 性顆粒

ア リ.

 大動脉:大 動脉外膜中ニ 「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ

認 メズ.

脾臟:脾 髄 網状織中 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ハ正

常 時ニ比 シテ著 シク減少 セルモ,濾 胞淋巴細胞 内

ノ顆粒 ハ尚 ホ比較的多數 ニ存 ス.一 般的 ノ所見竝

ニ顆粒 ノ數量ハ饑 餓3日 ノモ ノニ匹敵 ス.

 淋 巴腺:少 數 ノ腫大 セル網状細胞 中ニハ多量

ノ耐酸性類脂體 存 シ,淋 巴性細胞 ノ「ク」・耐酸性

顆粒ハ著 シク減少 シ微細 ナル顆粒 ヲ極 ク少數 ニ見

ル.

 骨髓:「 ク」・耐酸性顆粒 ナ シ.網 状織細胞中

ニハ極 ク少 數 ノ小滴状耐酸性類脂體 ヲ見 ル.「 ヘ

マ トキ シ リン-エ オジ ン染色 」 ニテ檢 スルニ核酸

投與 ノ例 ト異 ナ リ骨髓細胞 ノ増殖ナ ク,又巨 大細

胞 ノ白血球貪 喰現象 ナシ.

 氣管:總 テ ノ組織 ニ「ク」・耐酸性 穎粒 ヲ認 メ

ズ.

 肺:肺 胞中隔組織中 ニ散在性 ニ 極 ク少 數 ノ

「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ見 ル.稀 ニ組織球性細胞 ニシ

テ數箇 ノ顆粒 ヲ有 スルモ ノア リ.

 横隔膜:筋 繊維 ニ於 ケル「ク」・耐酸性 顆粒數

ハ饑餓3日 ノ例 ニ比 シテ稍 々少 ク,殊 ニ筋繊維鞘

ノ粗大ナル顆粒 ヲ全 ク缺 ク.間 質 ニ「ク」・耐酸性

顆粒 ヲ認 メズ.

 咬筋:大 部分 ノ筋繊維 ニハ「ク」・耐酸性顆 粒

ヲ認 メズ.併 シ一小部 ノ筋繊維 ニハ微細 ナル同顆

粒 多數且規則 正シク配列 スル ヲ見 ル.

 腓腸筋:筋 繊維ニ ハ微 細ナル「ク」・耐酸性顆

粒 ヲ缺 クモ筋繊維鞘 ニハ粗大 ナル顆粒少數 ニ散在

ス.

 大腦:海 馬 廻轉竝ニ 大腦皮質 ニ於 ケル 「ク」・

耐酸 性顆粒 數ハ饑 餓3日 ノ例ヨ リハ少 ク,5日 ノ

例ニ比 ス レバ僅 ニ多 シ.

 脉絡膜叢:脉 絡膜叢 上皮中 ニハ饑 餓3日 ノ例

ニ比 シテ「ク」・耐酸 性顆粒 甚 シク減少 セ リ.滴 状

類脂體中等 數ニ存 ス.

 腦矯:饑 餓3日 ノ例 ニ略 ボ類似 ノ組織像 ヲ有

ス.

 小脳:組 織像略 ボ饑餓3日 ノ例 ニ 一致ス ルモ

顆粒 細胞層基質申 ニ尚 ホ少數 ノ「ク」・耐酸性顆 粒

散在 ス.

 脊髓:饑 餓5日 ノモ ノニ比 シテ運動神經 節細
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胞中ニ多少「ク」・耐酸性 顆粒 ヲ多數 ニ見ル.白 質

神經髓鞘中 ニハ絲状 ヲナス耐酸性 物質稍 々著 明ニ

存 ス.

 舌:大 要3日 ノ饑餓 例ノ組織所見 ヲ有 ス.間

質小動脉 壁ニハ 甚ダ微細 ナル「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ

極 ク少數 ニ見 ル.又神 經繊維髓鞘中 ニハ絲状 ヲナ

ス少量 ノ耐酸性物質 ヲ見 ル.

 食道:粘 膜 上皮基底部 ニハ少數ノ比 較的呈色

著明ナル微細 ナル「ク」・耐酸性 顆粒 アリ.其 ノ多

クハ核端ニ 接 シテ存 ス.粘 膜下層ニ顆 粒 ヲ認 メズ.

食 道横紋筋 ニハ極 ク少 數 ノ顆粒 ヲ散在性 ニ認 ム.

 胃:「 ヘマ トキ シリン-エ オジン染色 」ニテ檢

スルニ胃底腺主細胞 ハ萎縮甚ダ シク核 ハChroma-

tolyseヲ 起 シ其 ノ輪廓 ハ不明瞭 ト化 セ リ.其 ノ原

形質ハ甚 ダ狭 ク粘液状 ニ染色サ レ細胞 ノ境界不明

瞭 ナ リ.覆 壁細胞モ亦 多少萎縮 スル モ甚ダ シカ ラ

ズ.深 部 ノモ ノハ嗜酸 性 ヲ減退 スルモ表層 ノモ ノ

ハ少 ンク腫大 シ,原 形質稍 々瀰漫性 ニ紅色 ヲ呈 ン,

核ハ萎縮 ニ陥 レルモ ノア リ.石 炭酸「フクシン」沃

度法 ニテ檢 スルニ胃底 腺細胞 ニハ主細胞覆壁 細胞

ノ見界ナク不規 則小塊状 ノ多數 ノ「ク」・耐酸 性顆

粒 ヲ見ル.單 純饑餓 ニ於ケル瀰漫性 ニ紫色 ヲ呈 ス

ル耐酸性核ヲ何處 ニモ認 メ得ズ.表 層 ニ存 スル覆

壁細胞 ノ原形質顆粒ハ瀰漫性ニ 弱耐酸性 ヲ呈 スル

モ ノ多 シ.其 ノ他粘膜下結締織竝ニ筋層 ニハ全 ク

顆粒 ヲ認 メズ.

 十二指腸:十 二指腸内ニハ甚ダ多數 ノ粘膜上

皮ハ剥 離シ内腔 ヲ充 シ,共 ノ細胞内 ニハ變性 的ニ

生ゼル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ多數ニ見 ル.絨 毛粘膜

上皮ハ大部分缺 損 シ,粘膜 固有膜ハ露出 サ レ,「モ

ノチーテ ン」 及ビ淋巴球 ノ浸潤 ア リ.微 細 ナ ル

「ク」・耐酸性顆粒ハ稍 々多數 ニ存 シ,殊 ニ通常認

メ得ザ ルLieberkuhn氏 腺々細胞 ニ於 テ少數 ノ同

顆粒 ヲ見 ル.本 顆粒 ハ腺底 ニ近 ク著明ニ シテ腺細

胞 基底部 ニ存 シ微細 ナ ル顆粒ハ2-3相 集 リ小塊

状 ヲナスモ ノ多 シ.絨 毛粘膜 固有層 ノ組繊球 性細

胞中 ニハ多數 ノ耐酸性顆粒 ヲ有 スルモ ノ散在 シ,

又其 ノ他 ノ粘膜 固有層中 ノ細胞成分 ニモ微細ナル

顆粒 ヲ多數ニ散見 ス.Brunner氏 腺々細胞中 ニハ

極 ク少數 ニ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ存 ス.滑 平筋 層中

ニハ外縦走筋 ノ一部 ニ極 ク少數 ノ「ク」・耐酸 性顆

粒散在セ リ.「ヘマ トキシ リン-エ オジ ン染色」ニ

テ檢 スル ニ粘膜固有層 中 ニ假性「エオジ ン嗜 好」細

胞 ヲ認 メズ.

 空腸:「 ヘ マ トキ シリン-エ オジン染色」ニテ

檢 スルニ腸絨毛 表面ニハ殆 ド粘膜 上皮存 セズ.粘

膜固有層ハ裸出セ リ.粘 膜 上皮 ハ剥脱 シテ腸管腔

ヲ充 シ個々 ノ細胞 ハ著明 ナル變性 ニ陥 リ.原 形質

ハ溷 濁乃至顆粒状 ニ崩 壊 セ リ.核 ハPyknose,

Karyorhexis, Kalyolyse等 ア ラユル變 性 ヲ認ム.

腸腔内ニハ細胞 ノ崩壊ニ ヨリテ顆粒状 乃至小 滴状

ニ現 ルル硝 子樣蛋 白塊 ヲ多 量ニ存 ス.裸 田セル絨

毛粘膜 固有 層中 ニハ「モ ノチーテ ン」,淋 巴球及ビ

少數 ノ「ブ ラスマ細胞 」多核 白血球 ノ浸潤 ア リテ腫

脹 ヲ来セ リ.石 炭酸 「フクシン」沃度法 ニテ檢 スル

ニ腸管 腔内 ハ脱落 セル上皮細胞 中竝ニ 細胞 ノ崩壊

ニヨ リテ生 ゼル顆粒状 ノ硝子樣 蛋白質中 ニハ微細

ナル「ク」 ・耐酸性顆粒 ヲ多數ニ見ル.裸出 セル粘

膜固有層 中 ノ組織球性 細胞 中ニハ多數 ノ耐酸性類

脂體竝ニ 「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ以テ充 サ レ腫 大 セ

ルモノヲ見 ル.粘 膜固 有層中 ノ他種遊 走細胞 中 ニ

モ多數 ノ 「ク」・耐酸 性顆粒不規則 ニ散 在 セ リ.

Lieberkuhn氏 腺 細胞中 ニモ少數 ノ同顆粒 ヲ見 ル

滑 平筋 ノ組織的所 見ハ十 二指腸 ノソレニ同 ジ.

 廻腸:又 絨毛 ノ一部 ハ上皮剥脱 シテ粘膜 固有

層ノ 裸 出セル部 ア リテ此 部ニハ前者 同樣 ノ遊 走細

胞 ノ浸潤 ア リ.併 乍,大 部分 ノ粘膜 ハ健康ナル上

皮 ニテ被 ハ レクリ.耐 酸性顆粒 ヲ檢 スルニ上記組

織 ノ變化 ノ程度ニ 應 ジテ前記 セル變性的耐酸性顆

粒 ノ出現ア リ.健 全 ナル粘膜上皮 中 ニハ微細粉末
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状 ノ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ甚ダ 少數 ニ見 ル.粘 膜固

有層竝 ニLieberkuhn氏 腺細胞中 ニモ不規 則ニ少

數 ノ同顆 粒散在 ス.滑平 筋層 中ニハ外縦走筋中 ニ

甚 ダ稀ニ 微細 ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見 ル.

盲腸:盲 腸粘膜上皮中ニハ微細塵埃状 ノ「ク」・

耐酸性顆粒 ヲ中等數 ニ見 ル.粘 膜固有層細胞成分

中 ニモ.同 顆粒 ヲ少數散在性 ニ在 リ.滑平 筋 層中

ニ耐酸性顆粒 ヲ認 メズ.

大腸:腸 内腔 ニハ植物性不消化物 ヲ充 スモ耐

酸性物質 ヲ含 有セズ.粘 膜上皮中ニハ部分的 ニ稀

ニ微細ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見ル ノミ.爾餘 ノ

部ニ顆粒 ヲ認 メズ.

肝臟:組 識的所見 ハ該酸曹達1g静脉 内注射

ノ例ニ類 似スルモ耐酸性類脂體 顆粒多 ク,「 ク」・

耐 酸性顆粒ハ比較的少 シ.尚 ホ間質竝 ニ膽嚢 ニ於

ケル「ク」・耐酸性顆粒モ前者ニ比 シテ甚ダ少 シ.

「ヘマ トキシ リン-エ オジ ン染色」ニテ檢 スル ニ濱

崎 氏 ノ肺細胞 ニ核質 涌出現象 ヲ認ム.

顎下腺:顎 下腺 ノ組織像ハ略ボ正常時 ノ夫 レ

ニー致 ス.

膵臟:膵 腺房細胞 ニハ 極 ク少數 ノ微細 ナル

「タ」・耐酸 性顆粒 ア リ.又 「ラ」氏嶋細胞 ニモ同樣

ノ顆粒少數 ニア リ.孰 レモ顆粒 ノ呈色稍 々弱 ン.

腎臟:皮 質 ニ於 テハ細尿管主要部其 ノ他ニ可

成著明 ニ「ク」・耐酸性顆粒増加 シ,絲 毬體 蹄係毛

細管内皮 ニモ極 ク少數 ノ微細 ナル顆粒出 現セ リ.

併 乍,髓 質 ニ於 テハ全 ク「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メ

ズ.

膀胱:膀 胱移行上皮 中ニハ極 ク少數 ノ「ク」・

耐酸性顆粒 ヲ見ル モ,粘 膜 下結締織竝ニ 滑平筋 繊

維 中ニハ顆粒 ヲ認 メズ.「 ヘマ トキシ リン-エ オ

ジン染色」ニテ檢 スルニ滑平 筋繊維核 ニ少數 ノ核

質涌出現象 ヲ認 ム.

睾 丸:細 精管上皮 ノ萎 縮ハ輕 度ニ シテ尚 ホ可

成 多數 ノ精絲 ヲ見 ル.上 皮,殊ニ 精母 細胞中 ニハ

多數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見ル.精絲 ハ全 ク耐酸

性 ヲ有 セズ.間 細胞ハ萎縮性ニ シテ少數 ノ耐酸性

類脂體顆粒 ヲ見 ル.

胸腺:實 質 ノ萎縮 左程著 明ナ ラズ.網 状織中

ノ耐酸 性類脂體 ハ正 常像 ヲ呈 スルモ胸 腺淋 巴樣細

胞 ノ顆粒 ハ著 シク減少 シ且呈色度減退 セ リ.

甲状腺:核 酸曹達1.g,静 脉内注射 ヲ行ヘ ル

モ ノ ト組織像ハ全 ク一致 ス.間 質 ノ充 血稍 々著明

ナ リ.

上皮 小體:實 質中 ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ殆 ド

認 メズ.實 質細胞 中ニハ多數 ノ空胞 ア リテ其 ノ壁

ニ耐酸性類脂體 ノ少量 ヲ存 ス.

腦下垂體:略 ボ正常時ノ組 織像 ニ一致 ス.

松菓腺:松 菓腺 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ノ組織像

略ボ正常 時 ノ夫 レニ 一致 ス.

副腎:皮 質絲 毬層 中 ニハ略ボ 正常時同 樣ニ多

數 ノ「ク」・耐酸性顆粒ア リ.然 ルニ束状層竝 ニ網

状層 ニ於 テハ殆 ド全 ク顆粒 ヲ認 メズ.髓 質細胞 中

ノ「ク」・耐酸性顆粒ハ略 ボ正常時ニ類 ス.

家兎Nr.7.〓體 重:實驗前1650g,屠

殺時1350g

注射:饑 餓 第3日 及ビ第4日 ニ各 々1囘2.7g

葡萄糖 静脉 内.翌 日殺.

血液 白血球 數:饑 餓第2日7800,第3日6680,

第4日6600,第5日6300.

心臟:心 筋「ク」・耐酸性顆粒 ノ像 ハ略 ボ正常

像 ニ一致 ス.間 質小動脉 壁滑 平筋 ノ「ク」・耐 酸性

顆粒ハ正 常時 ニ比 シテ稍 々少 シ.

大動脉:大 動脉 ノ内膜及 ビ中膜 ハ勿論,外 膜

結締織 ニ於テモ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ認 メズ.

脾臟:脾 濾胞内 ノ「ク」・耐酸 性顆粒 ハ殆 ド全

ク消失 ン,脾髓 網状 織 中 ノ同顆粒 ハ著 シク減少 ス.

其 ノ他小動脉壁竝 ニ脾梁材 中ニ顆粒 ヲ認 メズ.尚

ホ網状織中 ノ耐酸性類脂體 ニ異常 ヲ認 メズ.
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淋 巴腺:淋 巴細胞 ニ於 ケル「ク」・耐酸性顆粒

ハ全 ク消失 シ,網 状織ニ 於 ケル耐酸性類脂體 稍 々

減量 ヲ來セ リ.

骨髓:骨髓組 織ニ 全 ク「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ認

メズ.又 網状 組織 ニ於テモ殆 ド耐酸性類脂體 存セ

ズ.

氣管:氣 管組織 ニ全 ク「ク」・耐酸性顆粒 ヲ有

セズ.

肺:肺 胞中隔組 織中ニ ハ類圓 形 ノ「ク」・耐酸

性顆粒少數ニ散在 ス・共 ノ他 ノ組織ニ 顆粒 ヲ認 メ

ズ.

横隔膜:筋 繊維中ニ ハ饑餓3日 ノモノヨ リハ

稍 々多數ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見 ル.間 質ニ 顆粒

ヲ認 メズ.神經髓 鞘中 ニハ微量 ノ耐酸性 物質存 ス.

咬筋:筋 繊維中 ノ「ク」・耐 酸性顆粒數ハ饑餓

3日 ノ例ニ匹敵ス.間 質 ニ同顆粒 ヲ認 メズ.

腓腸筋:筋 繊維 中ニハ異常 ニ多數 ノ「ク」・耐

酸性顆粒有 リ,其 ノ像 ハ正常舌筋 ノ組織像 ニ類 シ,

筋原繊維間 ニハ微細ナル同顆粒多數ニ存 シ筋繊維

鞘ニハ粗大滴状 ノ顆粒存ス.

大腦:大 腦皮質ニ 於 ケル「ク」.耐 酸性顆 粒ハ

略ボ正常所見 ニ一致ス.

腦橋:腦 橋 ニ於ケル紳經髓 鞘「ク」・耐酸 性顆

粒 ノ組織的所見 ハ略 ボ正常時ニ 同 ジキモ神經節 細

胞 ノ顆粒ハ減少 シ饑餓5日 ノモノニ匹敵 ス.

脉絡膜叢:脉 絡叢上皮細胞中ニ ハ少數 ノ呈色

著明ナラザル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見ル.滴 状 ノ耐

酸性類脂體 ノ所見 ハ正常時ニ同ジ.

小腦:小 腦各層ニ 於 ケル「ク」・耐酸 性顆粒 ノ

所見ハ概 ネ正常時 ノ夫 レニ 一致 ス.

脊髓:脊 髄 ノ所見 ハ凡 ソ饑餓3日 ノ例ニ 一致

ス.

舌:舌 組織 ニ於 ケル「ク」・耐酸性顆粒ハ 稍 々

著明ニ 減少 シ饑餓5日 ノ例ニ匹 敵 セ リ.

食道:粘 膜上皮基底部ニハ少 數 ノ微細 ナ ル

「ク」・耐酸性顆粒 ア リ.其 ノ他食道 横紋筋ニ 於 テ

モ少 數 ノ類 圓形稍 々粗大 ナル同顆粒 ア リ.

胃:胃 粘膜 ニ於 ケル「ク」・耐酸性顆粒所 見 ハ

略ボ葡萄糖經口 投與 ノ場合 ト類似 スル モ表層ニ 存

スル覆壁細胞原形質ノ瀰 漫性ニ 耐酸性 ヲ示 スモ ノ

少 シ.噴 門 部 ノ食道横紋筋中ニ ハ微細 ナル 「ク」.

耐酸性顆粒 ヲ認 ムルモ.胃 壁滑平 筋中ニ 顆粒 ヲ認

メズ.

十二指腸:粘 膜 上皮 ノ剥脱稍 々著 明ニ シテ一

部 ノ絨毛 ハ部分的ニ 粘膜固有層 露出 セ リ・腔 内 ニ

脱 落變性ニ陷 レル上皮細胞 中ニ ハ淡赤褐色 ヲ呈 セ

ル耐酸性 顆粒多數 ニア リ.粘 膜 上皮,粘 膜下組織

及ビBrunneT氏 腺細胞 内ニハ稀ニ 「ク」・耐酸性

顆粒 ヲ認 ム.腸 壁滑平筋 中ニ「ク」・顆粒 ヲ認 メズ.

粘膜 下組織中 ニ假性「エオ ジン嗜好」白血 球 ヲ認 メ

得 ズ.

空腸:絨 毛尖端 ノ上皮 ノ一部ハ脱 落シ粘膜固

有膜 ノ露 出セル部分ア リ.腸 腔 内ニ ハ多量 ノ顆粒

状 又ハ滴状 ノ内容 ア リ内ニ 多數 ノ脱 落變 性 セ ル

上皮細胞 ア リ.粘 膜上皮細胞 中ニ ハ稍 々 多 數 ノ

Coccidium胞 子 ヲ見 ル.粘 膜固有層 中ニハ單 核球

及ビ淋巴球 ノ増加 ア リ.又 少數 ノ假性 「エ オジ ン

嗜好」白血球 ヲ見 ル.石炭酸 「フクシ ン」沃度法 ニ

テ檢 スルニ脱 落セル腸粘膜上皮細胞中 ニハ變性 物

ニ生ゼ ル粗大不規 則ナル 「ク」・耐酸性 顆粒 ヲ見 ル.

絨 毛上皮中竝 ニ粘膜 固有層 中ニモ中等 數 ノ同顆粒

ヲ見 ルモLieberkuhn氏 腺細胞 ニハ之 ヲ認 メズ.

尚 ホCoccidium胞 子中ニ ハ其 ノ核 ヲ中心ニ 多數

ノ鮮 明ニ呈色 スル粗大顆 粒密 在 ス.腸 壁滑平 筋 ニ

ハ甚 ダ稀 ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認ム.

廻腸:廻 腸ハ組織學的ニ 異常 ヲ認 メズ.「ク」・

耐 酸性顆粒 ハ總テ ノ組織ニ 存 セズ.

大腸:組 織學的ニ 異常 ヲ認 メズ.粘膜 上皮中

ニハ少數 ノ稜角ニ トム「ク」・耐酸性 顆粒 ノ核端 ニ

存 スル ヲ見 ル.杯 細胞 ノ粘液 ノ呈色度減退 セ リ.
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顎下腺:顎 下腺々房内ニ ハ「ク」・耐酸性顆粒

ヲ認 メズ.潤 管上皮 中ニハ尚 ホ中等數 ノ顆粒 存ス.

肝臟:肝 細胞内ニ ハ小滴 状 ノ耐酸性 類脂體 多

數ニ ア リ大 ナルモノハ中心部ニ 空胞 ヲ認 ム.此 滴

状顆 粒 ノ他,多 數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ア リテ正常

時 トハ全 ク異 レル所見 ヲ呈 ス.間 質結締織竝ニ 膽

道 上皮中ニ ハ中等數ノ「ク」・耐酸性顆粒瀰 漫性 ニ

散 在セ リ.膽 嚢粘膜上皮遊離 縁ハ赤紫色瀰 漫性 ニ

着染 ン上座細胞中ニ ハ「ク」・耐酸 性顆粒稍 々多數

ニ瀰 漫性ニ散在 ス.粘 膜 下組織中ニハ顆粒甚 ダ少

シ.「ヘ マ トキシ リン-エ オジン染色」ヲ施 スニ肝

細胞核ニ 核質涌出 現象 ヲ認 メ得.間 質結締織ハ増

殖 シ淋巴細胞 ノ浸潤 ア リテ膽道 ハ著明 ニ増殖 セ リ.

膵:膵 腺房細胞竝 ニ「ラ」氏嶋細胞ニ 「ク」・耐

酸性顆粒 ヲ認 メズ.

腎臟:腎 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ノ組織像 ハ葡萄

糖經口 投與 ノ場合 ニ略ボ一致 ス.

膀胱:膀 胱滑平 筋繊維中ニ極 メテ稀ニ呈色著

明 ナラザル「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ散 在性 ニ認 ム.其

ノ他 ノ組 織ニ顆粒 ヲ認 メズ.滑平 筋繊維核 ノ少數

ニ核質涌出 現象 ヲ認ム.

睾丸:葡 萄糖經口 投與 ノ場合 ト略ボ組織的所

見 ヲ同 ジクスルモ,「 ク」・耐酸性顆粒數前者 ニ比

シテ稍 々少 シ.

胸腺:胸 腺實質 ノ萎縮 著明ナ ラズ.胸 腺淋 巴

樣 細胞 ニハ部分的ニ少數 ノ呈 色著明 ナラザ ル「ク」・

耐酸 性顆粒 ヲ見ル.耐 酸性類脂體 量正常時ニ比 シ

テ稍 々少 シ.

甲状腺:總 テ ノ組織ニ「ク」・耐 酸性顆粒 ヲ認

メズ.膠 質 ノ耐酸性 ハ正常時同 樣ナ リ.

松菓 腺:正 常時 ノ組織像ニ 略ボ同 ジ.

副腎:皮 質絲 毬層 ニハ正常時同 樣「ク」・耐酸

性顆粒 ヲ多數ニ 認 メ.束 状層ニ テハ深部 ニ ノミ少

數 ノ顆粒 ア リ,又 網状層 ノ顆粒 及ビ髓質 ノ顆粒 ハ

著 シキ減少 ヲ來セ リ.

家兎Nr.8.♀體 重:實驗前1870g,屠

殺時1540g

注射:饑 餓 第3日 及 ビ第4日ニ 各 々1囘0.85

%生 理的 食鹽水10cc静 脉 内.翌 日殺.

血液 白血球數:饑 餓 第2日7700,第3日8160,

第4日9100,第5日7100.

心臟:饑 餓5日 ノ心臟 組織 ノ所 見 ト略 ボ岡

ジ.殊 ニ心筋外層 ノ顆粒減少ハ特異 ニシテ正常時

所見ニ 一致 ス.

脾臟:組 織所見ハ概 ネ饑識3日 ノ夫 レニ 一致

ス.

淋巴腺:葡 萄糖注射 ノ場合 ト組織的所見凡 ソ

一致 セ リ.

骨髓:網 状織中ニ少 數 ノ耐 酸性類脂體顆粒 ヲ

見 ル ノミ.

氣管:氣 管組織 ニ全 ク「ク」・耐酸 性顆 粒 ヲ認

メズ.

肺:葡 萄 糖静脉 内注射 ノ場合ニ 略 ボ同ジ.

横隔臟:饑 餓3日 ノ横隔膜所 見ニ略 ボ同 ジ.

咬筋:筋 原繊維間 ニハ甚 ダ微細 ナル「ク」・耐

酸性顆粒極 メテ少數ニ存 スル ノミナルモ,筋 繊維

鞘 ニハ粗大ナル顆粒 中等數ニ存 ス.

腓腸筋:全 ク「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メズ.

大腦皮質竝ニ 海馬廻轉:大 腦 皮質竝ニ 海馬廻

轉 ノ組織的所見ハ概 ネ饑餓5日 ノ例ニ同 ジ.

腦橋:腦 橋 ノ所見ハ饑 餓5日 ノ例ニ略 ボ同 ジ.

脉絡膜 叢:脉 絡叢上皮中ニハ微細ナル 「ク」・

耐酸性顆粒 ヲ少數 ニ見 ル外,平 素 ノ如 ク滴状 ヲナ

セル耐酸性 類脂體 ヲ見 ル.

小腦:小 腦各層ニ 於 ケル「ク」・耐酸性顆粒數

ハ饑餓3日 ノ例ト5日 ノ例 ノ中間ニ 在 リ.

脊髓:饑 餓5日 ノ例 ノ組織所 見ニ略ボ一致 ス.

舌:粘 膜上皮中ニ ハ全 ク「ク」・耐酸性顆粒 ヲ

認 メズ.筋 繊維中 ノ顆粒ハ著 シク減少 シ略 ボ饑餓

5日 ノ例ニ同 ジ所見 ヲ呈 セ リ.
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食道:粘 膜上皮竝ニ 粘膜 下組織中 ニ「ク」・耐

酸性顆 粒 ヲ認 メズ.食道 横紋筋中 ニハ稀ニ顆 粒存

ス.

胃:胃 底腺 々細胞 中ニハ主細胞ト 覆壁細胞 ノ

別 ナク多數ノ 「ク」・耐酸性顆粒 アリ.胃 壁滑平筋

中 ニハ極 メテ稀ニ顆 粒 ヲ認 ム.

十二指腸:腸 腔 内ニ多數 ノ粘膜上皮脱 落 シ,

絨毛尖端部ノ上皮層 ハ鬆粗 トナ レリ.粘 膜 固有層

中 ニハ少數 ノ假性「エ オジ ン嗜好」細胞 ヲ見 ル.腸

腔 内落脱 上皮中 ニハ比較的微細 ナル「ク」・耐酸性

顆粒少數 存 ス.絨 毛粘膜上皮中竝 ニ粘膜 固有層 中

ニハ少數ノ 不規 則ナル顆粒ア リ,其 ノ呈色稍 々微

弱ナ リ.Brunner氏 腺及 ビ滑 平筋層 中ニハ稀 ニ

「ク」・耐酸性顆 粒ヲ認 ム.

空腸:腸 腔 内ニ多數ノ 剥 離上皮細胞 ア リ.絨

毛尖端 ノ大部分ハ上皮剥脱 シ固有膜 ノ露出ア リ.

石炭酸「フクシン」沃度法ニ テ檢 スルニ剥離上皮細

胞中ニハ變 性的ニ 生 ゼル「ク」・耐酸性顆 粒稍 々多

數ニ存シ 又上皮竝ニ 粘膜固有層 中ニ少數 ノ「ク」・

耐酸性顆 粒 ノ存 スル ヲ見 タリ.尚ホ 其 ノ間少數 ノ

組織球性 細胞 中ニ顆粒状 ノ耐酸性類脂體ヲ 多量 ニ

有セルァ リ.腸 壁滑平筋 中ニ ハ極 メテ稀ニ 「ク」・

耐酸性顆 粒ア リ.

廻腸:腸 腔 内ニ多數ノ 剥脱上皮細胞 ア リ.細

胞中 ニハ變 性的ニ生ゼル「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ少數

ニ見 ル.絨 毛 粘膜上皮中ニハ 稀ニ 微細ナル顆粒 ヲ

見 ル.滑 平筋層 中ニ 「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認メ得 ズ.

大腸:粘 膜 上皮中 ニハ少數 微細ナ ル 「ク」・

耐酸性顆粒 ア リ.杯 細胞粘 液 ニ瀰漫性 ノ淡紫色 ヲ

呈 ス.滑 平筋層ニ 全ク「ク」・耐酸性顆粒ヲ 認 メズ.

顎下腺:腺 房細胞中ニハ少數 ノ微細 ナル「ク」・

耐酸性顆 粒アリ.潤 管上皮ニ 於テハ尚 ホ中等數 ノ

顆粒存 スルヲ見 ル.

肝臟:葡 萄糖注射 ノ例ニ 類似 シ肝細胞中ニ多

數 ノ2-4μ 大,類 圓形 ノ耐酸性類脂體存 ス.就 中

大 ナルモ ノハ中空 性ヲ 現ス.本 類脂體ハ肝毛 細管

内皮下及ビ 星芒状細胞 内ニ多量ニ 存 シ殊ニ 前 者 ニ

於 テハ互ニ 癒 合シMyelin形ヲ ナスモノ多 シ.間

質結締織中 ニモ甚 ダ稀ニ 微細 ナル「ク」・耐酸 性顆

粒散在 シ,膽 管上皮中 ニモ同顆 粒 ヲ少數ニ 見 ル.

本例ニ 於テハ膽 嚢上皮竝ニ粘膜 下組織ニ於 テ「ク」・

耐酸 性顆 粒 ヲ認 メ得ザ リキ.併 乍,上 皮遊離縁ハ

赤紫瀰漫 性ニ着染 スルコ ト常 ノ如 シ.

膵:膵 腺房細胞中竝ニ 「ラ」氏嶋細胞 中ニ ハ微

細 ナル少數 ノ「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ認 ム.

腎臟:平 素最 モ多數ニ 「ク」・耐酸性顆 粒 ノ出

現 スル「ヘ」氏蹄係廣管部及ビ 介在部 ノ腎上皮中 ノ

ミナラズ,細 尿管主部 ニモ可成多數 ノ同顆 粒 ヲ見

ル.絲 毬體 蹄係血管内皮ニ 於テハ甚ダ稀ニ 極 ク微

細 ナル「ク」・耐酸性顆粒 ヲ見出 シ得.「ヘ 」氏蹄係

細管部及ビ 集合管上皮ニ ハ顆粒 ハ全 ク認 メズ.腎

錐體尖端 部ニ 近 ク濱崎氏 ノ特殊間質結締 織細胞 ノ

少數ニ 耐酸 性顆粒 ヲ多數ニ 有 スル モ ノア リ.

膀胱:總 テノ組織ニ於テ「ク」・耐酸 性顆 粒 ヲ認

メズ.「 ヘマ トキ シ リンー エオジ ン染色」ニテ檢 ス

ルニ 稀ニ滑 平筋纎 維ニ於テ核 質涌出現象ヲ 認 メ得.

卵巣:卵 巣皮質第 一次 性濾胞 上皮ニ 「ク」・耐

酸性顆粒 ヲ認 メズ 「グ」氏濾胞 上皮竝ニ 濾胞 々膜

中 ニハ微細ナル顆粒ヲ 少數ニ認 ム.間 質腺々細胞

中ニ ハ「ク」・耐酸性顆 粒及ビ 耐酸 性類脂體顆 粒 多

數ニ存 シ著 明ナル呈色 ヲナス.間 質小動脉 壁ニ ハ

稀ニ 微細ナル「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ認 ム.

子宮:「 ク」・耐酸性顆 粒 ヲ全 ク認 メズ.

胸腺:葡 萄糖静脉 内注射ノ モノ ト組織的所 見

大同 小異 ナ リ.

甲状腺:總 テ ノ組織ニ 「ク」・耐酸 性顆粒 ヲ認

メズ.一 部ノ 膠質ハ耐酸性 ヲ多少増 進 セ リ.

上皮 小體:實 質細胞 内 ニハ多數 ノ空胞 ア リテ

其 ノ壁 ノ一部ニ小量ノ 耐酸 性類脂體 ヲ見 ル.

松菓 腺:組 織所 見概 ネ正常時ニ類 ス.

副腎:葡 萄糖静脉 内注射 ノ場合ニ 甚 ダ類似 セ

リ.
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       線 括

   核酸曹達靜脉内注射

 Nr. 4, Nr. 10, Nr. 5及 ビNr. 9ハ 實驗方

法ニ於テ多少ノ相違 アルモ其ノ結果ニ於テ大

ナル相違 テ示サザリシガ故ニ次 ニ之 ヲ一括 シ

テ述ブベシ.

 心臟:心 筋繊維ノ「ク」・耐酸性顆粒ハ饑

餓ニ甚ダ抵抗強キモ饑餓5日 ニ及ブ時ハ可成

減少シ,殊 ニ心筋外層ニ於テ著明ナリ.然 ル

ニ核酸曹達注射ノ場合ニ於テハ饑餓 ノ5日 及

ビ6日 ニ相當スルニ拘 ラズ4例 共ニ「ク」・耐

酸性顆粒ハ正常時以上ニ増加セリ.殊 ニ間質

結締織及ビ其ノ小動脉壁滑平筋中ニ「ク」・耐

酸性顆粒 ノ増加アルハ注意スベキ所見ナリ.

 大動脉:正 常時大動脉ニ於テハ僅ニ外膜

結締織 中ニ少數 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ノ散在セ

ルヲ見ルノミ.而 シテ大動脉外膜結締織 ノミ

ナラズ一般結締織 ノ 「ク」 ・耐酸性顆粒ハ饑

餓ニ鋭敏ニシ テ3日 間ノ饑餓ニテ完全ニ消失

ス.從 ツテ大動脉外膜等 ノ結締織ニ「ク」・耐酸

性顆粒ヲ認メ得ル時ハ一般 ニ全身的ニ「ク」・

耐酸性物質 ノ豊富 ナル一證據 ト見做 シ得ベ

シ.核 酸曹達注射ノ4例 ハ共 ニ大動脉外膜ニ

於テ「ク」・耐酸性顆粒ヲ少數ニ認 メ得タリ.

 脾臟:淋 巴腺樣組織 ノ「ク」・耐酸性顆粒

ハ饑餓ニ鋭敏ニシテ5日 ノ絶食ニテ極度ニ減

少ス.然 ルニ本實驗4例 共濾胞竝ニ脾髓組織

共ニ多數ノ顆粒アリ.殊 ニ被膜,梁 材及 ビ小

動脉壁ニ於ケル「ク」・耐酸性顆粒ハ正常時以

上ニ増 加セリ.

 骨髓:正 常骨髓組織 ニ於テハ網状織細胞

中ニノミ極 ク少數 ノ「ク」・耐酸性顆粒ヲ見ル

ニ過 ギザルニ,本 實驗4例 共ニ骨髓細胞中ニ

モ少數ノ「ク」・耐酸性顆粒ヲ現スニ室 レリ.

 氣管:正 常氣管ニ在 リテハ其ノ氈毛上皮

中ニ極ク少數 ノ「ク」・耐酸性顆粒ヲ現 スニ過

ギザ リシガ本實驗例ニ於テハ粘膜下結締織中

ニ往々著明ナル耐酸性顆粒 ノ増 加 ヲ示 シタ

リ.

 肺:肺 ハ前囘ニ述 ベタルガ如ク單純饑餓

ヲ行フ際ハ「ク」・耐酸性顆粒減少ヲ起サズ.

往々正常時以上ニ顆粒 ノ増加ヲ來 スコトアリ

本實驗例ハ孰レモ 正常時所見ヲ示 シ,饑 餓5

日ノ例ニ比 スレパ「ク」・耐酸性顆粒 ノ數少カ

リキ.

 骨骼筋:骨 骼筋 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ノ囘

復ハ餘 リ著明ナラザ リシモ,一 般ニ饑餓5日

ノ例ニ比較 スレバ顆粒遙ニ多ク往 々正常時程

度 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メタ リ.

 大腦:大 腦ニ於ケル「ク」・耐酸性顆粒ハ

饑餓ニ抵抗強ク徐 々ニ顆粒數 ノ減少ヲ來 ス.

本實驗例 ニ在 リテハ,大 腦皮質 ハ多 クハ正常

時或ハ夫 レ以上 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ認 メタ

ルモ海馬廻轉ノ放線状層ニ於ケル顆粒 ノ囘復

ハ困難ニシテ單純饑餓 ノ3日 以上ニ及ブモノ

ナカリキ.

 小腦:小 腦ハ實驗例 ノ多クハ分子層ニ於

ケル顆粒 ノ囘復弱 ク凡ソ饑餓 ノ3日 ニ相當ス

ル モ,顆 粒層及 ビPurkinje氏 細胞中ニハ正

常時乃至夫 レ以上ニ「ク」・耐酸性顆粒 ノ増加

ヲ來 セリ.又 脊髄ハ何 レモ凡 ソ正常時ニ近キ

所見ヲ得タリ.

 舌及ビ食道:舌 及 ビ食道ニ於クル 「ク」・

耐酸性顯粒ハ囘復著明ニシテ正常時或ハ正常

時以上ニ増加ヲ來セリ.

 胃:胃 底腺 ノ「ク」・耐酸性顆粒ハ單純饑
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餓ニテ モ10日以後ニ於テハ腺細胞核 ノ變性ニ

ヨリテ著明ニ増加スル コト前篇記載 ノ如 シ・

然ルニ本實驗例ニ在 リテハ胃底腺 ノ萎縮甚ダ

輕度ニシテ變性ニ陷 レルモノヲ認 メ得ザルニ

拘ラズ甚ダ著明ナル顆粒増加アリテ總テ1例

ニ於テ正常時ヲ遙ニ凌駕セリ.又粘膜 ノ「ク」・

耐酸性顆粒ノミナラズ胃壁滑平筋,結 締織及

ビ小動脉壁ニ於テモ正常時以上ノ「ク」・耐酸

性顆粒 ヲ認メ得.

 小腸:正 常時ニ認メラルル絨毛尖端上皮

細胞ノ夥シキ顆粒(耐酸性物質吸收像)ハ全ク

認 メラレズ.上 皮細胞核端ニ少數ノ「ク」・耐

酸性顆粒ヲ認メ,正常時ニ比 シテLieberkuhn

氏竝ニBrunner氏 腺腺上皮ニ顆粒比較的多

キヲ見ル 又滑平筋ニ於テモ屡 々正常時或ハ

正常時以上ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ多數 ニ見 ル・

尚 ホ粘膜上皮ハ多數腔内ニ脱落シ變性セル核

ヨソ多數ノ 「ク」・耐酸性顆粒ノ生ゼルヲ見

ル.

 盲腸及 ビ大腸:盲 腸及 ビ大腸粘膜ハ消化

時 ト雖モ粘膜上皮中ニハ「ク」・附酸性顆粒甚

ダ少シ.然 ルニ本實驗例ニ於テハ屡 々正常時

或ハ正常時以上ニ「ク」・耐酸性顆粒増加 スル

コ トアリ.

肝臟:肝 實質ニ於クル「ク」・耐酸性顆粒

ハ其ノ分布竝ニ形態數量等ハ正常時 ノ像ニ囘

復セリ.間 質組織ニ異常 ノ「ク」・耐酸性顆粒

出現ス.即 チ膽道上皮ニハ上皮細胞遊離縁竝

ニ其 ノ基底部ニ稍々粗大 ナル顆粒多數ニ現

レ,結 締織及 ビ小動脉壁中ニハ少數乃至中等

數 ノ顆粒散在セルヲ見ル.膽 道粘膜上皮竝ニ

粘膜下結締織及 ビ滑平筋中ニハ常ニ正常時以

上ニ多數 ノ「ク」・耐酸性顆粒ヲ認 メタ リ.

 膵臟及 ビ顎下腺:兩 腺共ニ正常時ハ「ク」・

耐酸性顆粒甚ダ少キ腺組織ナルニ,本 實驗ニ

於テハ常ニ腺房細胞ニ異常ニ多數ノ「ク」・耐

酸性顆粒出現ス.殊ニ 膵ニ 於テ驚ク可キ多數

ノ「ク」・耐酸性顆粒出現 シ主 トシテ腺細胞基

底部ニ位置ス.「 ラ」氏嶋細胞ニ於テモ正常時

以上ニ「ク」・耐酸性顆粒出現 スルモ腺房ニ於

クルガ如ク著シカラズ.

 腎臟:正 常時細尿管上皮中ノ「ク」・耐酸

性顆粒ハ饑餓ニ ヨリテ一時減少スルモ饑餓ノ

末期ニハ 再 ビ顆粒テ増加ス.コ レ濱崎氏ニ從

ヘバ死前尿中窒素排泄亢進期ニ相當スル組織

的變化ナ リ.而 シテ單純饑餓ニ テ最モ顆粒 ヲ

減 ズルハ5日 及 ビ7日 頃ナリ.然 ルニ本實驗

ニ於テハ何 レモ「ク」・耐酸性顆粒數 ハ正常時

ヲ遙ニ凌駕セリ.而 シテ正常時 ニ顆粒ヲ多數

ニ現 ス部分ニ於テハ増數著シカラズ.平 素顆

粒 ノ少キ部又ハ全ク之 ヲ缺 ク部ニ異常ノ顆粒

多數ニ出現ス.即 チ平素全ク顆粒ヲ缺 ク「ヘ」

氏蹄係細管部竝ニ 大小集合管上皮ニ ハ少數乃

至中等數 ノ顆粒現レ,又平 素少數ニ顆 粒ヲ現

ス.細 尿管主要部及 ビ潤管上皮ニ顆粒ノ増加

著明ナリ.

 膀胱:本 實驗ニ在 リテハ膀胱粘膜結締織

ニ於テ他 ノ結締織同樣異常ノ「ク」・耐酸性顆

粒 ヲ多數ニ示スコト屡々アリ.勝 胱移行上皮

及 ピ滑平筋ニ於クル「ク」・耐酸性顆粒ハ囘復

著明ナル時 ト雖モ凡 ソ正常時程度 ニ止ルヲ見

ル.

 睾丸:單 純饑餓ヲ行フ時ハ細精管上皮ノ

「ク」・耐酸性顆粒ハ饑餓5日 頃ニ極度ニ遞 減

スルモ其 ノ後饑餓 ノ末期ニ於テ再 ビ増加 スル

コトアリ.但 シ正常時以上ノ數ニ増加 スルコ
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トナシ.本 實驗例ニ於テハ孰 レモ細精管上皮

内ノ「ク」・耐酸性顆粒ハ正常時以上ニ達 シ,

注目 スベキハ間質結締織ニ於テ異常ノ「ク」・

耐酸性顆粒ヲ多數ニ見ルコトナ リ.間 細胞中

ノ耐酸性類脂體ハ正常時ニ比 シテ減量ヲ來 セ

リ.「ヘマ トキシリンーエオ ジン染色」ニ就テ

見ルニ精上皮ハ部分的ニ萎縮 ヲ示 セルモ變性

テ認メズ.特 記スベキハ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ

多數ニスル精上皮部位ニ相當シテ多數ノ有絲

分裂像ヲ認ムルコトナ リ.

 卵巣:正 常時最モ著明ニ「ク」・耐酸性顆

糧 ヲ有スル間質腺々細胞ノ顆粒 ノ囘復ハ正常

時 ヲ越ユルコトナキモ,Graaf氏 濾胞上皮竝

ニ胞膜ニ於テハ異常ノ「ク」・耐酸性顆粒ヲ現

スヲ認ム.

 子宮:子 宮ニ在 リテハ粘膜上皮中ニハ異

常ニ「ク」・耐酸性顆粒 ノ増加ヲ來 セルモ滑平

筋中ニ「ク」・耐酸性顆粒ヲ認 メ得ザ リキ.

 胸腺:「 ク」・耐酸性顆粒ノ囘復稍々著 シ

ク凡ソ正常時ノ數量ニ達スルヲ見ル.

 甲状腺及 ビ上皮小體:兩 者ハ「ク」・耐酸

性顆粒ノ囘復著 シカラズ.概 ネ單純饑餓3日

ノ所見ニ一致ス.

 松菓腺及 ビ腦下垂體:「 ク」・耐酸性顆粒

ノ囘復幾分見ル可キモノアリ.屡 々正常時乃

至ハ正常時以上ニ増加スルヲ見ル.

 副腎:副 腎皮質竝ニ髓質ニ於テハ何 レノ

例ニ於テモ正常時以上ノ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ

現 シ,殊ニ 髓質ノ顆粒ハ著明ナル増加増大ヲ

示スコトアリ.

 第1表 ヲ通 覧 ス ル ニ全 例 ヲ通 ジテ單 純 饑 餓

5日 ノ 「ク」・耐 酸 性 顆 粒 數 ヨ リ少 ナ カ リ シモ

ノ ハ肺 臟 アル ノ ミ.肺ニ 於 ク ル「ク」・耐酸 性

顆粒ハ前述ノ如ク饑餓 ニ對 スル態度不定 ノモ

ノナ リ.爾 餘 ノ34箇 所ノ組織 ニ於クル「ク」・

耐酸性顆粒ハ何 レモ饑餓5日 ノ夫 レヨリ明カ

ニ増加セリ.就 中,核酸曹達1.5gヲ 注射 セシ

例ニ就テ見ルニ實驗動物Nr. 4ハ 正常時以上

ノ顆粒數 アリシモノ17箇 所,正 常時程度 ニ顆

粒 ノ囘復セルモノ7箇 所ニ及ベ リ.又 實驗動

物Nr. 10ニ 於テハ正常時以上ニ顆粒増加セル

モノ12箇 所,正常時程度ノモノ6箇 所ナリ.

 次ニ核酸曹達1.gヲ 注射セシ例ニ就テ見ル

ニ實驗動物Nr. 5ニ 於テハ正常時以上ニ顆粒

ノ増加ヲ來 セシモノ14箇 所,正 常時程度ニ

顆粒 ノ囘復セシモノ8箇 所,又 實驗動物Nr.

9ニ 於テハ正常時以上ニ顆粒 ヲ増加 セシモノ

16箇 所,正 常時程度ニ顆粒 ノ囘復ヲ來セシモ

ノ6箇 所ナ リ.

 以上 ノ成績 ヨリ見 レバ核酸曹達1.5g注 射

ニ於テモ1.g注 射ニ於テモ大ナル相違ナシ.

寧 ロ後者ニ於テ幾分顆粒囘復成績可良ナルガ

如 シ.

 次ニ核酸曹達ヲ經 口的ニ投與 セル例ヲ見ル

ニ正常時以上ニ「ク」・耐酸性顆粒 ヲ増加セシ

部ハ 僅ニ3箇 所,略 ボ正常程度ニ顆粒 ノ囘復

セシモノ5箇 所ニ シテ,他 ノ25箇 所ハ單純饑

餓 ノ3日 程度ニ囘復 シ,殘 リ5箇 所ハ顆粒 ノ

囘復ヲ示サザリキ.即 チ經 口的ニハ大量ノ核

酸曹達ヲ與 フルモ之ガMononucleotide以 下

ニ分解サ レチ吸收サ レ,其 ノ吸收速度竝ニ吸

收量ニー定 ノ限度 アルタメ諸臟器 ニ蓄積 ヲ起

スコト著明ナラザルモノナルベシ.

 次ニ生理的食鹽水靜脉 内注射ノ例ニ就テ見

ルニ概 ネ單純饑餓5日 ノ諸組織 ノ「ク」・耐酸

性顆粒數 ヨリ多少増加セルモ,未 ダ一般的ニ
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見テ饑餓3日 ノ程度迄囘復 ヲ來サザ リキ.此

程度 ノ「ク」・耐酸性顆粒 ノ相違ヲ個體的相違

ノ範囲 トモ見做 シ得ベケンモ,生 理的食鹽水

ハ熱源 トハナリ得ザルモ藥理的ニ饑餓動物ニ

何等カ有利ニ作用シ「ク」・耐酸性顆粒 ノ消耗

ヲ幾分防止スルモノニ非ザルカ.

 葡萄糖ヲ經 口的ニ投與セル例ニ就テ見ルニ

5箇 所ニ於テハ單純饑餓5日 ノ程度ニ 「ク」・

耐酸性顆粒ヲ認 メタリシガ爾餘ノ組織ニ於テ

ハ何 レモ饑餓5日ニ 比 シテ多少ニ拘 ラズ顆粒

ノ増加アリ.正 常時以上ニ顆粒ノ増加ヲ來 セ

ルモノ3箇 所,正 常時程度ニ顆粒 ノ囘復セシ

モノ7箇所 ナリ.又 葡萄糖靜脉内注射ノ例 ニ

於テハ7箇 所ニ於テ單純饑餓5日 ノ程度 ニ

「ク」・耐酸性顆粒ヲ認メタリシガ爾餘ノ部 ニ

在 リテハ饑餓5日 ニ比 シテ孰 レモ多少ニ拘ラ

ズ顆粒ノ増加 ヲ來 シタリ.就 中,正 常時以上

ニ顆粒ノ増加 ヲ來セルモノ4箇 所,正 常時程

度ニ囘復セシモノ6箇 所ニ及ベ リ.而 シテ兩

實驗例共ニ正常時或ハ正常時以上ニ顆粒ノ増

加セシ部 ハ大部分横紋筋及ビ消化器系統ニ屬

スルヲ知ル.

 上記成績 ヲ見ルニ葡萄糖投與ハ其ノ經 口的

タ ル ト靜 脉 内 注 射 タ ル ヲ間 ハ ズ諸 組織 ニ於 ク

ル「ク」・耐 酸 性顆 粒 ハ單 純饑 餓5日 ノ例 又 ハ

食 鹽 水注 射 例 ニ比 シテ幾 分 増加 ヲ認 メタ リ.

其 ノ因 ツテ來 ル所 ハ明 カナ ラザ ル モ糖 燃焼 ニ

ヨ リテ「ク」・耐 酸性 物 質 ノ消 失 ヲ防 ギ或 ハ一

旦分 解 サ レタ ルNucleoproteideノ 産 物 ト新

ニ注 射 サ レタ ル糖 ニ ヨ リテ耐 酸 性 物 質 ノ合 成

サ ル ル コ トモ考 慮 ニ入 レ得 ベ シ.如 何 トナ レ

バ高 等 動 物體 内 ニ テProteinハ 「ア ミノ酸 」

ヨ リ下 級 ノ分 解 産 物 ヨ リ合 成 サ レ得 ザル モ,

Nucleotideハ 確實ニ動物體内ニテ合成サ レ

得ル モノナ レバナリ(Starling).

       考 按

 本文最初ニ於テ述ベ シガ如 ク濱崎氏ハ耐酸

性顆粒ノ組織學的竝 ニ組織化學的所見 ヨリシ

テ本物質ハNucleoproteide及 ビ其ノ分解産

物ナルベ シト推考 セリ.依 ツテ余ハ其 ノ分解

産物ノ代表物ト モ稱 スベキ核酸劑 ヲ饑餓動物

ニ適用シテ,之 ガ「ク」・耐酸性顆粒ニ及ボス

影響ヲ檢セリ.併 乍,濱 崎氏ハ既ニ組織化學

的ニ「ク」・耐酸性顆粒ハ核酸夫 レ自身ニハ非

ザルコトヲ證明セリ.即 チ氏ハFeulgenノ

核酸ノ組織化學的證明法ヲ應用セシニ濱崎氏

ノ重金屬鹽固定法ヲ施セル組織 ノ細胞核ハ何

レモ明瞭ニFeulgenノ 反應 ヲ呈スルニ拘 ラ

ズ耐酸性顆粒ハ少シモ此反應ヲ呈セザ リキ.

從 ツテ余ハ本實驗 ニ着手 スルニ當 リ核酸ノ ミ

ノ注射 ニヨリ見ル可キ成績 ヲ得ルヤ否 ヤ甚 ダ

疑問 ト考ヘタリ.然 ルニ實驗ノ結果ハ豫想 ニ

反シ實ニ著明ナル「ク」・耐酸性顆粒 ノ増加ヲ

來 シ,單 純饑餓5日 ノ例 ニ比 スレバ雲泥ノ相

違アリ.多 數ノ重要臟器 ニ於テハ表示 セルガ

如 ク正常晴以上又ハ正常時同程度ノ「ク」・耐

酸性顆粒ヲ檢出シ得タ リ.顆 粒少キ組織 ト雖

モ大體單純饑餓ノ3日 ノ所見ニ相當スルヲ確

メタリ.

 核酸ノ生化學的研究ハ古 來多數 ノ文獻 ア

リ,殊 ニ核酸注射ニヨル白血球過多症ハ有名

ニシテ屡 々臨牀的ニ應用サレ,Mikulicz及 ビ

Miyakeハ 核酸 ヲ腹腔内ニ注射 シ開腹術後ノ

腹膜炎 ノ豫防 ヲ行 ヒ,其 ノ他一般臨牀的ニ非
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特 異 性蛋 白療 法 ノ範 圍ニ 應 用 サ レツ ツ ア リ.

核 酸 注 射(又 ハ經 口的 投 與)ニ ヨ リテ遊 出 ス

ル 白血 球 ハ恐 ラク核 酸 ノ處 理 ニ 關 係 深 キ モ

ノ ナ ル ベ ク 白 血 球 數 ハ平 常 ノ約4倍 ニ達 ス

(Oppenheimer).又Schnittenhelm, Starling

等ニヨ レバ 白 血球 ハ腸 ヨ リNucleinノ 吸 收 ニ

際 シテ之 ヲ血 行 ニ運 搬 スル 役 目 ヲナ スモ ノ ナ

ル ベ シ ト云 ヘ リ.此 考 ヘ ハ濱 崎 氏 ガ小 腸 内耐

酸 性 物 質 ノー 部 ハ 白 血球 ヲ運 搬 者 トシテ血 液

中 ニ達 スル コ トヲ組織 學 的 ニ證 明 セル事 實 ニ

對 比 シテ甚 ダ興 味 ア リ.

 共 ノ他 生化 學 的 方面 ノ研 究 ヨ リ核 酸 ハ 血壓

ヲ下 グ(Bang, Mendel, Schnittenhelm),表

在 性 呼 吸 ヲ起 サ シム(Bang).組 織 學 的 ニ ハ多

量 ノd-Thymonucleinsaures Natronノ 注 射

ハ 出 血性 腎 炎 ヲ起 シ,又Hefenueleiusaures

Natronヲ 多 量ニ 注 射 シ 「アル コー ル 」ニ テ腎

ヲ固 定 スル時 ハ,細 尿 管腔 ニ微 細 顆 粒 状 ノ物

質 ガ 尿 圓柱 状 ニ現 レル ラ認 ム.Schnittenhelm

ハ此 所 見 ヲ不 變 化 ノマ マ細 尿管 内 ニ排 出 サ レ

タ ル核 酸 ガ「アル コール」ニテ沈澱 サ レシモ ノ

ナ リ トナ セ リ.

核 酸 曹達 注射ニヨ リテ増 加 スル「ク」・耐 酸

性 顆 粒 ハ 一般 ニ平 常 多 數 ニ顆 粒 ノ存 スル部 位

ニ於テ増加著 シキモ,平 常顆粒 ノ甚ダ少キ部

或ハ顆粒 ヲ全 ク缺ク部ニ於テ異常ニ多數 ノ顆

粒 ヲ現 スコトハ特ニ注目ニ價ス.即 チ最モ著

明ナルハ膵實質腺房細胞ニシテ此部 ハ平素極

ク稀ニ微細ナル顆粒 ヲ認 メ得 ル ニ過 ギザル

ニ,核 酸注射 ニ於テハ何 レモ甚ダ多數ノ顆粒

ヲ現セリ.腎 臟髓質ノ集合管上皮中ニハ正常

時ニハ「ク」・耐酸牲顆粒ヲ缺 クニ拘 ラズ,實

驗例 ニ於テハ常ニ中等數ノ著明ナル耐酸性顆

粒 ヲ現セ リ.又Henle氏 蹄係細管都上皮モ亦

正常時ハ顆粒 ヲ缺クモ,實 驗例ニ在 リテハ多

クノ場合 少數ノ顆粒ヲ認メ得タ リ.尚 ホ細尿

管主要部ハ正常時ニハ上皮細胞中ニ微細ナル

顆粒 ヲ少數ニ有 シ又刷子縁 ニ近ク稍々粗大ナ

ル顆粒 ヲ極ク少數ニ見ルノミナ リ.然 ルニ實

驗例ニ於テハ上皮細胞,殊 ニ其ノ基底部 ニ近

ク多數 ノ大小 ノ顆粒ヲ現スヲ見ル.又 顎下腺

腺細胞ハ膵 ニ比スレバ甚 ダ少數ナルモ常 ニ正

常時以上 ノ顆粒ヲ認メタリ.正 常睾丸細精管

上皮ニ於テハ其 ノ機能状態ニヨリテ「ク」・耐

酸性顆粒ニ多寡アリ.又 饑餓 ノ末期ニ於テ多

少増加スルコ トアリ.核 酸曹達注射ノ場合 ニ

ハ屡 々精上皮殊ニ其ノ基底部ニ多數 ノ大小ノ

「ク」・耐酸性顆竝ヲ見ル.又 特異ナルコ トハ

此際 ノ實質細胞 ノミナ ラズ間質結締織及 ビ細

精管被膜結締織中ニモ異常ニ多數 ノ顆粒ヲ見

ルコ トナ リ.而 シテ 「ヘマ トキシリン-エ オ

ジン染色標本」 ト對比 スル ニ興 味 ア リシハ

「ク」・耐酸性顆粒ノ多數ニ存 スル細精管上皮

殊ニ精 母細胞ニ於テ旺盛ナル有絲 分裂像ヲ認

メシコトナリ.其 ノ他骨髓細胞,副 腎髓質ニ

於ケル顆粒 ノ増加モ特異ナリ.又 脾臟被膜及

ビ腺材組織ニハ正常時多クハ「ク」・耐酸性顆

粒 ヲ缺クニ拘 ラズ實驗例ニ於テハ常ニ稍 々多

數 ノ顆粒ヲ認 メタリ.尚 ホ一般結締織ニ於テ

ハ通常顆粒ヲ缺 クカ或ハ極ク少數 ノ微細ナル

モノヲ認ムルニ過ギザルモ,注 射例ニ於テハ

諸所 ノ結締織(大 動豚外膜,膀 胱粘膜下組織,

肝臟間質,氣 管粘膜下組織 等)ニ 屡 々異常 ノ

顆粒 ヲ現スヲ認 メタリ.尚 ホ,心 臟以外 ノ諸

臟器間質 ノ小動脉壁滑平筋ニハ平素「ク」・耐

酸性顆粒ヲ缺 クコ ト多キモ實驗例ニ在 リテ多
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クハ 少數 乃 至 中等數 ノ顆 粒 ヲ認 メ得 タ リ.

 要 之,核 酸 曹 達1乃 至1.5g,1日1囘 注 射

ヲ2囘 反覆 スル コ トニ ヨ リテ,極 度 ニ減 少 セ

ル 饑 餓動 物 「ク」・耐 酸 性 顆 粒 ヲ正 常 状態 ニ囘

復 セ シ メ得 ル ノ ミナ ラズ屡 々正 常 時 以 上 ニ顆

粒 増加ヲ 來 セ ル組 織 ヲ見 ル.核 酸 曹達 ノ量 ハ

1gニ テ モ1.5g用 フ ルモ組織 像 ニ大 ナ ル相

違 ヲ生 セズ.之Schittenhelmガ 認 メタ ルガ

如 ク靜 脉 内 ニ多 量 ノ核 酸 曹達 ヲ注 射 スル時 ハ

其 ノ一部 ノ モノ ハ不變 化 ノマ マ又 ハPurin鹽

基 ノマ マ尿 中ニ排 泄 サ ルル タ メナル ベ シ.尚

ホ核 酸 曹達 注 射後 詳 細 ナ ル時 間 的觀 察 ハ 目下

研 究 中 ニ屬 ス.

 次 ニ經 口的 ニ ハ核酸 曹達 ハ多 量 ニ投 與 スル

モ饑 餓 時「ク」・耐 酸 性顆 粒 ニ及 ボ ス影 響 ハ甚

ダ輕 微 ナ リキ.之 核 酸 ハ腸 内 ニテMononu-

cleotide以 下 ニ分 解 サ レテ吸收 サ ル ル モ ノニ

シテ,其 ノ吸 收 速度 竝 ニ吸 收量 ニ ハ一 定 ノ制

限 ア リテ,體 内 ニ多量 ニ蓄積 サ ル ル ニ至 ラザ

ル モノナ ル ベ シ.

 葡 萄糖 ハ熱 量 ヨ リス レバ使 用 セル核 酸 曹 達

ノ熱 量 ニ數 倍 スベ キ量 ヲ使 用 セ ル モ核 酸 曹 達

注 射 時 ノ成 績 ニ及 バ ザル コ ト遙 ニ遠 シ.併 乍,

少 數 臟器,殊 ニ消 化器 系統 竝 ニ筋 系統 ニ 於 テ

「ク」 ・耐 酸 性 顆 粒 ノ増 加 スル ヲ認 メタ リ.此

葡 萄 糖投 與 ニ ヨ リテ起ル輕 度 ノ「ク」・耐 酸 性

顆 粒 囘復 ノ本 態 ニ關 シテハ原 因 不 明 ナ ル モ,

單 ニ熱 源 トシテ個 體 ニ役立 ツ モ ノ ト シ テ ハ

「ク」・耐 酸 性顆 粒 ガ正 常 時 以上 ニ増 加 スル コ

トアル ハ不 可 思 議 ナ リ.從 ツテ或 ハ注射 サ レ

タ ル葡 萄糖 ガNucleoproteideノ 分 解 物 ト合

シテ再ビNucleotide等 ノ形 成 ヲ促 シ,引 イ

テ ハ「ク」・耐 酸 性 顆粒 ノ増 加 ヲ來 ス 毛ノ ニ非

ザ ル カ,尚 ホ詳 細 ハ今 後 ノ研 究 ニ俟 ッ所 アル

ベ シ.

       結 論

 1) 饑餓ニヨリテ遞減乃至ハ消失ヲ來 セル

家兎ノ「ク」・耐酸性顆粒ハ酵母核酸曹達溶液

ノ靜脉内注射ニヨリテ囘復セシメ得.

 2) 饑餓動物ニ毎日1囘1.乃 至1.5gノ 核

酸曹達注射ヲ2囘 反覆セバ饑餓動物ノ「ク」・

耐酸性顆粒 ハ正常時像 ヲ囘復スル ノ ミナ ラ

ズ,多 數 ノ臟器ニ於テハ正常時以上ニ「ク」・

耐酸性顆粒ヲ出現セシム.

 3) 核酸曹達注射 ニヨリテ出現 スル「ク」・

耐酸性顆粒ハ一般ニ平素多數ニ「ク」・耐酸性

顆粒ヲ藏 スル組織 ニ於テ著明ナリ.

 4) 核酸曹達注射 ニヨル特異ナル組織像ハ

腎髓質集合管及 ビHenle氏 蹄係細管部,膵

臟腺房細胞,骨 髓細胞,脾 臟被膜及ビ梁材,

睾丸間質,肝 臟間質等ノ如ク正常時ニ「ク」・

耐酸性顆粒ヲ缺如 セルカ又ハ甚ダ稀ニノ ミ存

スル部ニモ亦著明ニ「ク」・耐酸性顆粒出現 ス

ルコトナ リ.

5) 核酸曹達ノ經 口的投與 ニ於テハ,之 ヲ

多量ニ用フルモ饑餓動物「ク」・耐酸性顆粒 ニ

及ボス影響微弱ナ リ.

 6) 葡萄糖溶液ノ靜脉内注射竝ニ經 口的投

與ハ饑餓動物「ク」・耐酸性顆粒 ヲ輕度乍 ラ増

加セシムル作用アルモノノ如 シ.

  擱筆ニ際シ恩師田村教授竝ニ濱崎助教授ノ

 御校閲及ビ御指導ヲ深謝ス.
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附 圖 説 明

 Fig. 1.家 兎Nr. 5.咬 筋.「 ク」・耐酸 性顆 粒

證明法.筋 原纎維間ニ 異常ニ 多數 ノ微細 ナル「ク」・

耐酸性顆粒ヲ 見 ル.

 Fig. 2.家 兎Nr. 10.大腦 皮質.「ク」・耐酸性

顆粒證 明法.大腦 皮質Nissl氏 灰白質中ニ夥 シキ

「ク」・耐酸性顆粒 ノ出現ヲ 見ル.皮 質錐體 細胞中

ニハ顆粒比較的少 ク,顆粒稍 々粗 大ニ シテ屡 々核膜

ニ密着 シテ存ス.

 Fig. 3.家 兎Nr. 5.肝.「 ク」・耐酸性顆 粒證

明法. 肝細胞中 ノ微細 「ク」・耐酸性顆 粒 ノ増加 ト

共ニ肝 毛細血管内皮下 ノMyelin形 粗大 「ク」・耐

酸性顆 粒 ノ増加著 明 ナ リ.

 Fig. 4.家 兎Nr. 5.膵.「 ク」・耐酸性顆 粒證

明法.腺 房細胞基底部ニ 大小 ノ「ク」・耐酸性顆 粒

ヲ多數ニ 見 ル.正 常膵腺房細胞ハ至極 稀ニ微細 ナ

ル顆 粒 ヲ現スニ過 ギズ.

 Fig. 5.家 兎Nr. 9.腎髓 質.「 ク」・耐 酸性顆

粒證 明法.集 合管上皮 ノ遊離縁ニ 近 ク稍々粗大 ナ

ル「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ見ル.又「 へ」氏蹄係細管部

上皮中ニ モ散 在性ニ 少數 ノ同顆 粒ヲ 見ル.正 常時

ニハ之等 ノ部ハ全 ク「ク」・耐酸 性顆粒ヲ缺 ク.

 Fig. 6.家 兎Nr. 9.睾 丸.「 ク」・耐酸 性顆粒

證明法.細 精管上 皮 ノ主 トシテ基底 部ニハ大小甚

ダ多數 ノ「ク」・耐酸性顆 粒集積 シ,其 ノ一部ハ互

ニ癒合 シテ粗大塊 状 ノ顆粒 ヲ形成 セ リ.注 意 スベ

キハ正常時 「ク」・耐酸性顆 粒 ヲ缺如 セル間質結 締

織中ニ モ稍 々多數 ノ顆粒散在 セル コ トナ リ.

 Fig. 7. 家兎Nr. 9.副 腎.「 ク」・耐酸性顆 粒

證 明法.髓 質細胞中 ノ「ク」・耐酸性顆 粒ハ異常ニ

増大且増 加 セルヲ認ム.中 央 部ハ靜脉竇.
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